
  

    

  

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

              



構成市町村統計 令和８年４月１日現在

防火対象物（件） ・危険物施設（件）
令和８年４月１日現在

１１９番通報（件） 令和７年中 火災件数・出火原因（件） 令和７年中

救急件数（件）搬送人員（人） ・救助件数（件）人員（人）
令和７年中

消防当初予算

２８億９００万円

消防車両台数・・・６５台
令和８年４月１日現在

水槽付ポンプ車・・・８台

ポンプ車・・・４台

ポンプ付救助工作車・・・１台

化 学 車・・・１台

水 槽 車・・・４台

はしご車・・・１台

工作車（救助・林野）・・・３台

高規格救急車・・・１６台

指令車・指揮車・・・９台

防火広報車・・・９台

資器材積載車・・・２台

そ の 他・・・７台

消防本部 １ 職 員 数

消 防 署 ７ 条例定数 ２５１人

分 遣 所 １ 総実員数 ２４７人

佐久広域連合

消防本部一目統計

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
軽井沢町小諸市

立科町

御代田町

佐久市

小海町

佐久穂町
北相木村

川上村
南相木村南牧村Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ
Ｙ Ｙ

ＹＹ

Ｙ

【詳細P12・P13】

【詳細P37～P39】

【詳細P33～P34】
【詳細P48】

【詳細P14】【詳細P24・P25】

【詳細P43・P36】

【詳細P26・P30】

人口（人） 世帯数（世帯） 面積（k㎡)

200,454 87,827 1,571.18

39,878 17,665 98.55

96,328 41,800 423.51

9,461 3,942 188.15

3,982 1,816 114.20

3,722 1,013 209.61

3,034 1,061 133.09

852 379 66.05

631 286 56.32

19,916 9,545 156.03

16,587 7,755 58.79

6,063 2,565 66.87

市 町 村

小 諸 市

佐 久 市

合 計

南

佐

久

郡

佐 久 穂 町

北
佐
久
郡

御 代 田 町

立 科 町

小 海 町

川 上 村

南 牧 村

南 相 木 村

北 相 木 村

軽 井 沢 町

合 計 137 原因上位

建 物 54 １位 たき火 33

林 野 7 ２位 火入れ 19

車 両 13 ３位 取 灰 5

その他 63 ４位 焼却炉 4

合 計 13,209 12,414 116 79

急 病 8,372 7,817 交通事故 39 22

一般負傷 2,310 2,176 建物火災 5 6

交通事故 602 607 上記以外 72 51

上記以外 1,925 1,814

＊平均約40分に１回出動
＊管内人口約16人に１人搬送

合 計 9,377 合 計 1,287

特定防火対象物 4,075 製造所 2

非特定防火対象物 5,302 貯蔵所 929

取扱所 356

19,213

火 災 254

13,414

114

298

5.027

106

警 戒

災害以外

救 助

そ の 他

救 急

合 計

合 計
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消防章は、消防の象徴であって、次の意味を有する。 

１ 雪の結晶は、水・団結および純潔の意味をもち職員

の性状を表わす。 

２ 水管、管鎗および水柱は、消防の究極の目的である

火災にとどめをさす武器であって、消防の任務を完遂

する機械と水を表わす。 

３ 日章は、消防のあり方を表わす。すなわち日輪は火

であるとともに万物を保護し、育成する太陽であると

ころから、消防もその対象は火であり、また、住民の

太陽であることを意味する。 

 

 

 

『連合章』 

令和２年度、佐久広域連合発足２０周年を迎えるにあ

たり、連合章を更新する。 

１ 佐久地域の青い空、豊かな大地、広がる緑、清らか

な川・水は佐久地域の宝であり、自然豊かな佐久地域

１１の市町村が協調して発展していくことを表わす。 

２ 上部には佐久広域連合の豊かな自然の象徴である八

ヶ岳、浅間山を表し、山は広域連合の１１のブロック

で構成され、文字の下は清らかな千曲川をイメージし、

佐久のイニシャル Sを表わす。 
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総務編

〘 小諸消防署 水槽付消防ポンプ自動車 〙

〘 令和７年度 更新車両 〙
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概　要

昭和46年 10月

10月

12月
昭和47年 １月

３月
４月
５月
６月
９月
９月
12月

昭和48年 ２月
４月

５月
９月

11月
11月
11月
12月

昭和49年 ２月
３月
４月
７月
７月
12月

昭和50年 ４月
５月
６月

昭和51年 １月
２月
３月
４月

昭和51年 ９月
昭和52年 １月

３月
４月
５月
６月
10月
10月
10月
11月
12月

昭和53年 ２月
５月

川西消防署へ救急自動車(２B)を配備。

佐佐 久久 広広 域域 連連 合合 消消 防防 のの 沿沿 革革

広域圏計画に基づき、組合消防本部の発足に伴い、既設の小諸市消防本部、
佐久市消防本部、軽井沢町消防本部を統合するとともに、政令指定に基づき
常備消防体制のない南佐久北部地域に北部消防署、北佐久川西地域に川西
消防署の２署を設置し、佐久地域広域行政事務組合消防本部発足。
(１本部６署、186名体制)　初代消防長に佐久市長　依田勇雄氏就任。
新設２署業務開始、体制は北部消防署新庁舎で職員数22名。（水槽付消防
ポンプ自動車１台、救急自動車１台、指令車1台）、川西消防署仮庁舎で
職員数23名。（水槽付消防ポンプ自動車１台、無線及び指令台を設置。）
川西消防署へ消防ポンプ自動車を配備。

機構改革により小海町に南佐久南部地区５か町村を管轄する南部消防署を

佐久消防署、佐久北消防署の消防ポンプ自動車を更新。
佐久北消防署へ救急自動車(２B)を配備。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)を更新。
御代田町に御代田分署を設置し、職員10名、消防ポンプ自動車１台で業務開始。
軽井沢消防署へ小型動力ポンプ付き水槽車(10,000ℓ)を配備。
北部消防署へ消防ポンプ自動車を配備。
川西消防署へ消防ポンプ自動車を配備。
北部消防署に救助隊が発足。
機構改革により佐久消防署と佐久北消防署を統合し、佐久市内１署（佐久
消防署）体制となる。
御代田分署へ連絡車を配備。

軽井沢消防署へ救急自動車(２B)を配備。

設置し、仮庁舎で業務開始する。職員22名、消防ポンプ自動車１台、
救急自動車(２B)１台、指令車１台配備。（１本部６署、212名体制）
小諸消防署へ救急自動車(２B)を配備。
川西消防署へ林野火災工作車(ウニモグ)を配備。
佐久消防署へ広報車を配備。
機構改革により川上村に南部消防署川上分遣所を設置し、業務開始。
（職員は南部消防署と兼務。）救急自動車(２B)１台配備。
南部消防署庁舎新築移転し、業務開始。
南部消防署に消防無線基地局、固定局、指令台を設置。
南部消防署へ救急自動車(２B)を配備。（寄贈）
軽井沢消防署へ救急分駐所を設置。

軽井沢消防署２名増員。（37名体制）

小諸消防署庁舎新築移転し、業務開始。
御代田分署１名増員(16名体制)、救急自動車(２B)を配備。
軽井沢消防署へ小型動力ポンプ付水槽車(5,000ℓ)を配備。
南部消防署へ林野火災工作車を配備。
小諸消防署へ水槽付消防ポンプ自動車を配備。
川西消防署へ救急自動車(２B)を配備。
北部消防署へ救急自動車(２B)を配備。
佐久消防署へ無線指令装置を設置。
佐久消防署の救急自動車(２B)を更新。
小諸消防署へ救急自動車(２B)を配備。
北部消防署へ救助工作車を配備。

北部消防署の訓練塔施設完成。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)を更新。
北部消防署へ査察車を配備。

南部消防署へ広報車を配備。
川西消防署へ査察広報車を配備。
南部消防署へ水槽付消防ポンプ自動車を配備。
御代田分署へ水槽付消防ポンプ自動車を配備。
小諸消防署に救助隊を編成。
佐久消防署へ化学消防ポンプ自動車(Ⅱ型)を配備。

- 1 -
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10月
11月

昭和54年 ２月
３月
３月
３月
11月

昭和55年 ３月
６月

昭和56年 ４月
４月
６月
９月
12月
12月

昭和57年 ３月
４月
７月
７月
８月
12月

昭和58年 ２月
３月
３月
10月
11月
11月
12月

昭和59年 ７月
７月
12月
12月

昭和60年 ２月
３月
９月
11月

昭和61年 ３月
５月
12月

昭和62年 ３月
３月
３月
４月
８月

昭和63年 １月
11月
11月
12月

平成元年 ３月
４月
７月
12月
12月

平成２年 １月
２月
３月
３月
８月 小諸消防署へ救急自動車(２B)を配備。

小諸消防署の消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署の救助工作車(Ⅱ型)を更新。
川西消防署の査察広報車を更新。
消防本部へ防火広報車を配備。（宝くじ号寄贈）
佐久消防署の広報車を更新。
御代田消防署の救急自動車(２B)を更新。

第18回消防救助技術関東地区指導会（埼玉県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。

佐久消防署へ消防緊急情報システムⅠ型を設置。
北部消防署の消防無線基地局を25Ｗに更新。
軽井沢消防署へ消防無線基地局を設置。
機構改革により御代田分署を御代田消防署とする。
川西消防署へ救急自動車(２B)を配備。
南部消防署の通信指令装置を消防緊急情報システムⅠ型に更新。
南部消防署の広報車を更新。
御代田消防署の消防ポンプ自動車を水槽付消防ポンプ自動車に更新。
北部消防署の救急自動車(２B)を更新。
小諸消防署の消防無線基地局を１局(25Ｗ)増強。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)を更新。

軽井沢消防署の消防ポンプ自動車を更新。

小諸消防署の訓練塔、車庫完成。
北部消防署の指令車を更新。
第13回消防救助技術関東地区指導会（千葉県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。
川西消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
南部消防署川上分遣所に消防無線基地局を設置。
小諸消防署の救急自動車(２B)を更新。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)を更新。
北部消防署の消防ポンプ自動車を更新。
南部消防署の救急自動車(２B)を更新。
佐久消防署の救急自動車(２B)を更新。
北部消防署の査察車を更新。

南部消防署の指令車を更新。

佐久消防署へ救急自動車(２B)を配備。
軽井沢消防署へ救急指令装置Ｃ型を設置。
佐久消防署の広報車を更新。
第11回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。
御代田分署へ救急自動車(２B)を配備。
佐久消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
北部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
川西消防署庁舎新築移転し、業務開始。消防・救急指令装置Ｂ型設置。
御代田分署の連絡車を更新。
佐久消防署の指令車を更新。
北部消防署の救急自動車(２B)を更新。

南部消防署川上分遣所へ積載車を配備。
小諸消防署へ水槽付消防ポンプ自動車を配備。
北部消防署庁舎増築工事完成。

軽井沢消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。

佐久消防署の消防ポンプ自動車を救助工作車に改造。
南部消防署川上分遣所へ指令車を配備、並びに救急自動車(２B)を更新。
川西消防署の指令車を更新。
川西消防署へ小型動力ポンプ付水槽車(10,000ℓ)を配備。
小諸消防署へ救急自動車(２B)を配備。
佐久消防署へ広報車を配備。
川西消防署の救急自動車(２B)を更新。
南部消防署へ救急自動車(２B)を配備。
御代田分署へ指令車を配備。
小諸消防署の指令車を更新。
山梨県峡北地区消防組合と消防相互応援協定を結ぶ。
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10月
11月

昭和54年 ２月
３月
３月
３月
11月

昭和55年 ３月
６月

昭和56年 ４月
４月
６月
９月
12月
12月

昭和57年 ３月
４月
７月
７月
８月
12月

昭和58年 ２月
３月
３月
10月
11月
11月
12月

昭和59年 ７月
７月
12月
12月

昭和60年 ２月
３月
９月
11月

昭和61年 ３月
５月
12月

昭和62年 ３月
３月
３月
４月
８月

昭和63年 １月
11月
11月
12月

平成元年 ３月
４月
７月
12月
12月

平成２年 １月
２月
３月
３月
８月 小諸消防署へ救急自動車(２B)を配備。

小諸消防署の消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署の救助工作車(Ⅱ型)を更新。
川西消防署の査察広報車を更新。
消防本部へ防火広報車を配備。（宝くじ号寄贈）
佐久消防署の広報車を更新。
御代田消防署の救急自動車(２B)を更新。

第18回消防救助技術関東地区指導会（埼玉県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。

佐久消防署へ消防緊急情報システムⅠ型を設置。
北部消防署の消防無線基地局を25Ｗに更新。
軽井沢消防署へ消防無線基地局を設置。
機構改革により御代田分署を御代田消防署とする。
川西消防署へ救急自動車(２B)を配備。
南部消防署の通信指令装置を消防緊急情報システムⅠ型に更新。
南部消防署の広報車を更新。
御代田消防署の消防ポンプ自動車を水槽付消防ポンプ自動車に更新。
北部消防署の救急自動車(２B)を更新。
小諸消防署の消防無線基地局を１局(25Ｗ)増強。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)を更新。

軽井沢消防署の消防ポンプ自動車を更新。

小諸消防署の訓練塔、車庫完成。
北部消防署の指令車を更新。
第13回消防救助技術関東地区指導会（千葉県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。
川西消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
南部消防署川上分遣所に消防無線基地局を設置。
小諸消防署の救急自動車(２B)を更新。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)を更新。
北部消防署の消防ポンプ自動車を更新。
南部消防署の救急自動車(２B)を更新。
佐久消防署の救急自動車(２B)を更新。
北部消防署の査察車を更新。

南部消防署の指令車を更新。

佐久消防署へ救急自動車(２B)を配備。
軽井沢消防署へ救急指令装置Ｃ型を設置。
佐久消防署の広報車を更新。
第11回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。
御代田分署へ救急自動車(２B)を配備。
佐久消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
北部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
川西消防署庁舎新築移転し、業務開始。消防・救急指令装置Ｂ型設置。
御代田分署の連絡車を更新。
佐久消防署の指令車を更新。
北部消防署の救急自動車(２B)を更新。

南部消防署川上分遣所へ積載車を配備。
小諸消防署へ水槽付消防ポンプ自動車を配備。
北部消防署庁舎増築工事完成。

軽井沢消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。

佐久消防署の消防ポンプ自動車を救助工作車に改造。
南部消防署川上分遣所へ指令車を配備、並びに救急自動車(２B)を更新。
川西消防署の指令車を更新。
川西消防署へ小型動力ポンプ付水槽車(10,000ℓ)を配備。
小諸消防署へ救急自動車(２B)を配備。
佐久消防署へ広報車を配備。
川西消防署の救急自動車(２B)を更新。
南部消防署へ救急自動車(２B)を配備。
御代田分署へ指令車を配備。
小諸消防署の指令車を更新。
山梨県峡北地区消防組合と消防相互応援協定を結ぶ。
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平成３年 ２月
２月
３月
10月
12月

平成４年 ２月
２月
２月
８月
８月
８月
９月
９月

平成５年 １月
１月
３月
４月
９月
10月
10月
12月
12月

平成６年 １月
２月
３月
３月
４月
７月
７月
７月
11月

平成７年 １月
２月
３月
４月
７月
11月
11月
12月

平成８年 ２月
２月
２月
４月
９月
10月
11月
12月
12月

平成９年 １月
３月
５月
７月

平成９年 ９月
９月
10月
12月

平成10年 １月
１月

南部消防署へ広報車(連絡車)を配備。
第２回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（松本市）
小諸消防署の指令車を更新。
北部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
軽井沢消防署へ高規格救急自動車を配備。

川西消防署の林野火災工作車を更新。

御代田消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
佐久広域消防職員数241名体制となる。
第１回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（県消防学校）
上信越自動車道の開通に伴い、消防職員の定数を257名とする。
上信越自動車道更埴JCTまで開通、東部湯ノ丸ICまで消防業務開始。（14日）
北部消防署の救助工作車(Ⅰ型)を更新。
小谷村蒲原沢土石流災害現場に、8日～15日まで職員延べ73名を派遣。
小諸消防署へ高規格救急自動車を配備。
川西消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。（緊急消防援助隊登録）
小諸消防署の資機材運搬車を更新。
第26回消防救助技術関東地区指導会（千葉県）「ロープブリッジ救出の部」出場。

南部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。

御代田消防署へ大型救助器具を配備。
救急救命士養成開始。佐久広域第１号誕生。
阪神・淡路大震災発生、災害現場へ救助隊を派遣。
南部消防署の林野火災工作車を更新。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)、水槽付消防ポンプ自動車を更新。
佐久広域消防職員数240名体制となる。
第24回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県）「斜めブリッジ救助の部」出場。
上信越自動車道が小諸ICまで開通し、消防業務を開始。（11日）
北部消防署へ高規格救急自動車を配備。
南部消防署へ高規格救急自動車を配備。
長野県消防相互応援協定締結。

北部消防署の査察車を更新。

消防本部の指令車を更新。
南部消防署の指令車を更新。
軽井沢消防署の広報車を更新。
川西消防署へ高規格救急自動車を配備。
川西消防署の小型動力ポンプ付水槽車(10,000ℓ)を更新。
小諸消防署へ救助工作車Ⅱ型を配備。
佐久消防署へ小型動力ポンプ付水槽車(10,000ℓ)を配備。
佐久消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
南部消防署川上分遣所の積載車を更新。
佐久広域消防職員数237名体制となる。
第23回消防救助技術関東地区指導会（埼玉県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。

佐久広域消防職員数235名体制となる。

佐久消防署の化学消防ポンプ自動車を更新。
軽井沢消防署の救急自動車(２B)を更新。
南部消防署の消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署へ広報車を配備。
川西消防署へ連絡車を配備。
北部消防署の指令車を更新。
南部消防署川上分遣所の救急自動車(２B)を更新。
御代田消防署の指令車を更新。
佐久消防署へ救急自動車(２B)を配備。
御代田消防署の救急自動車(２B)を更新。
上信越自動車道佐久ICまで開通、供用開始に伴い消防業務を開始。（27日）

川西消防署の救急車自動(２B）、消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署、南部消防署の救急自動車(２B)を更新。
軽井沢消防署の小型動力ポンプ付水槽車(10,000ℓ)を更新。
川西消防署の指令車を更新。
ドクターカー運行開始。（厚生省緊急現場支援システムモデル事業）
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３月
３月
４月
５月
７月
８月
８月
10月
11月
12月

平成11年 １月
３月
３月
８月
10月
11月

平成12年 ３月
３月

６月
６月
７月
10月
12月

平成13年 １月
２月
４月
４月
７月
10月
10月
12月
12月

平成14年 ４月
７月

９月
９月
11月

平成15年 ４月
５月

７月

10月
12月
12月

平成16年 ３月

４月
７月
７月
７月
７月
８月
10月
10月

福井豪雨災害現場へ緊急消防援助隊(救助隊)を派遣。
軽井沢消防署の指令車を更新。
佐久広域連合消防本部事務所移転。（佐久市中込3047番地１）
第９回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（東御市）

北御牧村が佐久広域連合を脱退することに伴い、川西消防署の管轄区域から
北御牧村が除かれる。消防職員の定数を251名とする。
１名佐久市から派遣。（228名体制）
第33回消防救助技術関東地区指導会(神奈川県)「斜めブリッジ救助の部」出場。
軽井沢消防署の広報車を更新。
新潟・福島豪雨災害現場へ緊急消防援助隊(救助隊)を派遣。

軽井沢消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。

「ほふく救出の部」出場。
消防本部へ化学防護服３着配備。
御代田消防署へ高規格救急自動車(１台目)を配備。
第７回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（松本市）
職員５名採用。（236名体制）
重症急性呼吸器症候群(SARS)の所見がある者に対する適切な医療の提供及び
まん延防止対策を図るため長野県と患者移送協力について、協定を締結。
第32回消防救助技術関東地区指導会(神奈川県)「ロープブリッジ渡過」・
「ロープブリッジ救出」・「斜めブリッジ救助の部」出場。
第８回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（中野市）
小諸消防署の通信指令装置を更新。

第31回消防救助技術関東地区指導会(千葉県)「斜めブリッジ救助の部」・

小諸消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
軽井沢消防署の普通消防ポンプ自動車を更新。
北部消防署の普通消防ポンプ自動車を更新。
軽井沢消防署庁舎新築移転し、業務開始。
職員10名採用。（241名体制）
第30回消防救助技術関東地区指導会(東京都)「ほふく救出の部」出場。
第６回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（長野市）
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練。（長野市）
南部消防署へ高規格救急自動車(３台目)を配備。
佐久消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
職員10名採用。（241名体制）

４月 佐久広域連合発足。本部職員を19名とし、職員数241名体制。（1日）
平成12年度長野県総合防災訓練。（佐久市）
第５回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（佐久市）
第29回消防救助技術関東地区指導会(埼玉県)「斜めブリッジ救助の部」出場。
佐久広域連合消防本部事務所移転。（佐久市取出町183番地）

第28回全国消防救助技術大会（神奈川県）「斜めブリッジ救助の部」入賞。
第４回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（飯田市）
軽井沢消防署へ火災調査車、川西消防署へ査察広報車を配備。
南部消防署川上分遣所庁舎新築移転し、業務開始。
南部消防署の救急車(２B)を更新。（㈶日本消防協会より高規格救急車の寄贈）

３月 佐久地域広域行政事務組合解散。（31日）

第３回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（上田市）
南部消防署の広報車を更新。
御代田消防署庁舎新築移転し、業務開始。
川西消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
北部消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
群馬県高崎市等広域市町村圏振興整備組合との消防相互応援協定を再締結。

上田地域広域消防本部から転送となる。

小諸消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署へ高規格救急自動車を配備。
佐久広域消防職員数244名体制となる。
長野県消防防災航空隊よりジェット燃料備蓄受託。
第27回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。
県下４ブロック別による移動体通信119番接続運用開始。
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４月
５月
７月
８月
８月
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11月
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平成11年 １月
３月
３月
８月
10月
11月

平成12年 ３月
３月

６月
６月
７月
10月
12月

平成13年 １月
２月
４月
４月
７月
10月
10月
12月
12月

平成14年 ４月
７月

９月
９月
11月

平成15年 ４月
５月

７月

10月
12月
12月

平成16年 ３月

４月
７月
７月
７月
７月
８月
10月
10月

福井豪雨災害現場へ緊急消防援助隊(救助隊)を派遣。
軽井沢消防署の指令車を更新。
佐久広域連合消防本部事務所移転。（佐久市中込3047番地１）
第９回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（東御市）

北御牧村が佐久広域連合を脱退することに伴い、川西消防署の管轄区域から
北御牧村が除かれる。消防職員の定数を251名とする。
１名佐久市から派遣。（228名体制）
第33回消防救助技術関東地区指導会(神奈川県)「斜めブリッジ救助の部」出場。
軽井沢消防署の広報車を更新。
新潟・福島豪雨災害現場へ緊急消防援助隊(救助隊)を派遣。

軽井沢消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。

「ほふく救出の部」出場。
消防本部へ化学防護服３着配備。
御代田消防署へ高規格救急自動車(１台目)を配備。
第７回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（松本市）
職員５名採用。（236名体制）
重症急性呼吸器症候群(SARS)の所見がある者に対する適切な医療の提供及び
まん延防止対策を図るため長野県と患者移送協力について、協定を締結。
第32回消防救助技術関東地区指導会(神奈川県)「ロープブリッジ渡過」・
「ロープブリッジ救出」・「斜めブリッジ救助の部」出場。
第８回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（中野市）
小諸消防署の通信指令装置を更新。

第31回消防救助技術関東地区指導会(千葉県)「斜めブリッジ救助の部」・

小諸消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
軽井沢消防署の普通消防ポンプ自動車を更新。
北部消防署の普通消防ポンプ自動車を更新。
軽井沢消防署庁舎新築移転し、業務開始。
職員10名採用。（241名体制）
第30回消防救助技術関東地区指導会(東京都)「ほふく救出の部」出場。
第６回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（長野市）
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練。（長野市）
南部消防署へ高規格救急自動車(３台目)を配備。
佐久消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
職員10名採用。（241名体制）

４月 佐久広域連合発足。本部職員を19名とし、職員数241名体制。（1日）
平成12年度長野県総合防災訓練。（佐久市）
第５回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（佐久市）
第29回消防救助技術関東地区指導会(埼玉県)「斜めブリッジ救助の部」出場。
佐久広域連合消防本部事務所移転。（佐久市取出町183番地）

第28回全国消防救助技術大会（神奈川県）「斜めブリッジ救助の部」入賞。
第４回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（飯田市）
軽井沢消防署へ火災調査車、川西消防署へ査察広報車を配備。
南部消防署川上分遣所庁舎新築移転し、業務開始。
南部消防署の救急車(２B)を更新。（㈶日本消防協会より高規格救急車の寄贈）

３月 佐久地域広域行政事務組合解散。（31日）

第３回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（上田市）
南部消防署の広報車を更新。
御代田消防署庁舎新築移転し、業務開始。
川西消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
北部消防署へ高規格救急自動車(２台目)を配備。
群馬県高崎市等広域市町村圏振興整備組合との消防相互応援協定を再締結。

上田地域広域消防本部から転送となる。

小諸消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署へ高規格救急自動車を配備。
佐久広域消防職員数244名体制となる。
長野県消防防災航空隊よりジェット燃料備蓄受託。
第27回消防救助技術関東地区指導会（神奈川県）「ロープブリッジ救出の部」入賞。
県下４ブロック別による移動体通信119番接続運用開始。
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10月
平成17年 3月

4月
4月
7月
10月
11月
12月
12月
12月

平成18年 ２月
４月
４月
７月

10月
平成19年 ２月

２月
４月
８月
９月
９月
10月

平成20年 ２月
３月
４月
４月
８月
10月
10月
10月
10月
10月
10月

平成21年 ３月
４月
７月
９月
９月
10月
12月

平成22年 ４月
８月
９月
９月
10月
12月

平成23年 ３月
３月

３月
３月

４月
７月
９月
11月

佐久消防署の広報車を更新。
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練。（松本市、安曇野市）

11日～27日まで。（第一次隊から第六次隊まで　延べ91名）
佐久消防署の化学消防ポンプ自動車(Ⅱ型)を更新。（緊急消防援助隊登録）
中部横断自動車道「佐久南IC」から上信越自動車道「佐久・小諸JCT」まで
開通。消防業務開始。
職員11名採用。１名佐久市から派遣。（232名体制）
佐久消防署の指令車を更新。

東日本大震災災害現場へ緊急消防援助隊(救助隊・消火隊・支援隊)を派遣。

佐久・軽井沢消防署の救急自動車(２B・予備車)を高規格救急自動車に更新。
第14回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（伊那市）
消防本部に移動式高圧コンプレッサー購入。（２台目、小諸消防署へ配備）
職員14名採用。１名佐久市から派遣。（232名体制）
御代田消防署の広報車を更新。
小諸消防署の広報車を更新。
川西・南部消防署の高規格救急自動車を更新。
緊急消防援助隊関東ブロック訓練事務局(長野市)へ１名派遣。
軽井沢消防署の小型動力ポンプ付水槽車(10,000ℓ)を更新。（緊急消防援助隊登録）
「東北地方太平洋沖地震」発生。M9.0（11日14時46分頃）
「長野県北部地震」発生。M6.7（12日３時59分頃）

小諸・北部消防署の高規格救急自動車を更新。

長野県東北信地域消防広域化推進事務局（長野市）へ１名出向。
第37回全国消防救助技術大会(北九州市)「ほふく救出の部」入賞。
佐久消防署の救助工作車(Ⅱ型)を更新。
御代田消防署の救急自動車(２B)を高規格救急自動車に更新。
消防本部の防火広報車を災害対応支援車に更新。（緊急消防援助隊登録）
消防本部に移動式高圧コンプレッサー購入。（佐久消防署へ配備）
平成20年度長野県総合防災訓練。（小諸市）
第13回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（小諸市）
南部消防署の普通消防ポンプ自動車を更新。
職員12名採用。（231名体制）　
消防本部の指令車を更新。

職員９名採用。（231名体制）

救助隊1隊５名派遣。
第11回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（木曽町）
小諸消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
軽井沢消防署の資機材積載車を更新。
職員11名採用。１名佐久市から派遣。（231名体制)
第36回全国消防救助技術大会(東京都)「ほふく救出の部」入賞。
北部・御代田消防署の指令車を更新。
川西消防署の連絡車を更新。
第12回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（須坂市）
小諸消防署の油圧救助器具を更新。
消防本部にはしご付き消防自動車(35ｍ級)を配備。（緊急消防援助隊登録）

新潟中越地震災害現場へ緊急消防援助隊(救助隊)を派遣。
佐久町･八千穂村が合併、「佐久穂町」誕生。（20日）

岡谷市土石流災害現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、7月20日から7月21日まで

佐久市･臼田町･望月町・浅科村が合併、新「佐久市」誕生。（1日）
職員12名採用。（228名体制）
第34回消防救助技術関東地区指導会(埼玉県)「ほふく救出の部」出場。
第10回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（茅野市）
携帯電話119番受信装置設置。
軽井沢消防署・救急分駐所廃止。
小諸消防署に資機材積載車を配備。
川西消防署の高規格救急自動車を更新。
御代田消防署の水槽付消防ポンプ自動車を普通ポンプ自動車に更新。
職員８名採用。(228名体制)
佐久消防署の通信指令装置を更新。（佐久・北部・川西消防署通信指令装置を統合。）
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11月
平成24年 １月

２月
２月
３月
３月
４月
７月
７月
10月
12月

平成25年 １月
２月
４月
７月
９月
９月
10月
11月

平成26年 １月
２月
２月
３月

４月
９月

10月
11月

12月
平成27年 １月

２月
２月
２月
４月
４月
６月
７月

10月
11月
11月
11月
12月

平成28年 １月
２月
３月
４月
８月
９月
10月
10月
10月
10月
11月 南部消防署の高規格救急自動車を更新。

川西消防署の小型動力ポンプ付水槽車を更新。
小諸消防署の高規格救急自動車を更新。
佐久医療センターへ高規格救急自動車を譲渡。
小諸消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
職員８名採用。1名長野県へ派遣（233名体制）
第45回全国消防救助技術大会（愛媛県）「ほふく救出」1位・「はしご登はん」出場。
G７長野県・軽井沢交通大臣会合消防特別警戒実施。
長野県総合防災訓練（佐久市）
長野県消防相互応援隊合同訓練（佐久市）
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（栃木県）
群馬県等関越自動車道等消防連絡協議会訓練（佐久市）

南部消防署の大型油圧救助器具を更新。

佐久消防署庁舎新築移転し、業務開始。
北部消防署の高規格救急自動車を更新。
職員14名採用。１名佐久市から派遣。（232名体制）
消防指令センター・消防救急デジタル無線運用開始。
小諸消防署の資機材運搬車を更新。
御嶽山噴火災害における行方不明者再捜索活動に長野県市町村災害時
相互応援協定に基づく応援要請により、7月28日～8月7日まで救助隊・
後方支援隊を延べ2隊5名派遣。
長野県消防相互応援隊合同訓練（千曲市）
第５回緊急消防援助隊全国合同訓練（千葉県市原市）
川西消防署の指令車を更新。

佐久広域連合消防本部事務所移転。（佐久市中込2947番地）

佐久医療センター開院に伴い、佐久市臼田佐久総合病院本院から、佐久市中込
佐久医療センターまで入院患者154名の移送。
職員10名採用。１名佐久市から派遣。（233名体制）
御嶽山噴火災害現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、9月28日～10月17日
まで救急隊・救助隊・後方支援隊を延べ47隊133名派遣。
北部消防署庁舎新築移転し、業務開始。
「神城断層地震」発生。M6.8（22日22時08分頃）
神城断層地震災害現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、11月23日に指揮隊・
救助隊・支援隊を3隊13名派遣。
南部消防署の高規格救急自動車を更新。
御代田消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。

佐久消防署の高規格救急自動車を更新。

南部消防署の林野火災工作車を更新。
川西消防署の普通消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
職員９名採用。（232名体制）
第42回消防救助技術関東地区指導会（横浜市）「障害突破の部」入賞。
軽井沢消防署の大型油圧救助器具を更新。
軽井沢消防署火災調査車を更新。
南部消防署の連絡車を廃車。
小諸消防署の指令車を更新。
南部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
川西消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。

第16回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（上田市）

第15回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（松本市、安曇野市）
小諸消防署の救助工作車(Ⅱ型)を更新。（緊急消防援助隊登録）
軽井沢消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
軽井沢消防署の高規格救急自動車(予備車)を小諸消防署へ所管換。
南部消防署川上分遣所へ小型動力ポンプ付水槽車(3,000ℓ)を配備。
南部消防署庁舎新築移転し、業務開始。
職員15名採用。１名佐久市から派遣。（231名体制）
北部消防署の広報車を更新。
第41回消防救助技術関東地区指導会（東京都）「障害突破の部」入賞。
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11月
平成24年 １月

２月
２月
３月
３月
４月
７月
７月
10月
12月

平成25年 １月
２月
４月
７月
９月
９月
10月
11月

平成26年 １月
２月
２月
３月

４月
９月

10月
11月

12月
平成27年 １月

２月
２月
２月
４月
４月
６月
７月

10月
11月
11月
11月
12月

平成28年 １月
２月
３月
４月
８月
９月
10月
10月
10月
10月
11月 南部消防署の高規格救急自動車を更新。

川西消防署の小型動力ポンプ付水槽車を更新。
小諸消防署の高規格救急自動車を更新。
佐久医療センターへ高規格救急自動車を譲渡。
小諸消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
職員８名採用。1名長野県へ派遣（233名体制）
第45回全国消防救助技術大会（愛媛県）「ほふく救出」1位・「はしご登はん」出場。
G７長野県・軽井沢交通大臣会合消防特別警戒実施。
長野県総合防災訓練（佐久市）
長野県消防相互応援隊合同訓練（佐久市）
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（栃木県）
群馬県等関越自動車道等消防連絡協議会訓練（佐久市）

南部消防署の大型油圧救助器具を更新。

佐久消防署庁舎新築移転し、業務開始。
北部消防署の高規格救急自動車を更新。
職員14名採用。１名佐久市から派遣。（232名体制）
消防指令センター・消防救急デジタル無線運用開始。
小諸消防署の資機材運搬車を更新。
御嶽山噴火災害における行方不明者再捜索活動に長野県市町村災害時
相互応援協定に基づく応援要請により、7月28日～8月7日まで救助隊・
後方支援隊を延べ2隊5名派遣。
長野県消防相互応援隊合同訓練（千曲市）
第５回緊急消防援助隊全国合同訓練（千葉県市原市）
川西消防署の指令車を更新。

佐久広域連合消防本部事務所移転。（佐久市中込2947番地）

佐久医療センター開院に伴い、佐久市臼田佐久総合病院本院から、佐久市中込
佐久医療センターまで入院患者154名の移送。
職員10名採用。１名佐久市から派遣。（233名体制）
御嶽山噴火災害現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、9月28日～10月17日
まで救急隊・救助隊・後方支援隊を延べ47隊133名派遣。
北部消防署庁舎新築移転し、業務開始。
「神城断層地震」発生。M6.8（22日22時08分頃）
神城断層地震災害現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、11月23日に指揮隊・
救助隊・支援隊を3隊13名派遣。
南部消防署の高規格救急自動車を更新。
御代田消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。

佐久消防署の高規格救急自動車を更新。

南部消防署の林野火災工作車を更新。
川西消防署の普通消防ポンプ自動車を更新。
佐久消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
職員９名採用。（232名体制）
第42回消防救助技術関東地区指導会（横浜市）「障害突破の部」入賞。
軽井沢消防署の大型油圧救助器具を更新。
軽井沢消防署火災調査車を更新。
南部消防署の連絡車を廃車。
小諸消防署の指令車を更新。
南部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
川西消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。

第16回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（上田市）

第15回長野県緊急消防援助隊合同訓練。（松本市、安曇野市）
小諸消防署の救助工作車(Ⅱ型)を更新。（緊急消防援助隊登録）
軽井沢消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
軽井沢消防署の高規格救急自動車(予備車)を小諸消防署へ所管換。
南部消防署川上分遣所へ小型動力ポンプ付水槽車(3,000ℓ)を配備。
南部消防署庁舎新築移転し、業務開始。
職員15名採用。１名佐久市から派遣。（231名体制）
北部消防署の広報車を更新。
第41回消防救助技術関東地区指導会（東京都）「障害突破の部」入賞。
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12月
12月

平成29年 １月

２月
３月

４月
４月
５月
７月
７月
８月

10月
11月
11月
11月
12月
12月

平成30年 1月
３月
３月
４月
４月
４月
４月
４月
４月
７月
10月
11月
11月
11月
11月

平成31年 ２月
２月
２月
４月
４月
４月

令和元年 ６月

７月
８月
９月
９月
10月

令和２年 ２月
３月

４月
５月
10月

令和３年 ３月

小諸消防署庁舎新築移転し、業務開始。
緊急消防援助隊関東ブロック訓練事務局(長野市)へ１名派遣。
軽井沢消防署の資機材積載車を消防本部へ所管換し更新。

職員７名採用。（242名体制）
救助工作車に更新。（２台を１台に集約）

延べ救助出動隊27隊・延べ救助出動人員102名。
消防本部に指揮車を新規購入。

小諸消防署新庁舎新築工事着工。
Ｇ20「持続可能な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する関係閣僚会合」
消防特別警戒体制（特別編成部隊：指揮隊・救助隊・化学隊・救急隊３隊）。
第48回消防救助技術関東地区指導会（長野県）「障害突破の部」出場。
川西消防署の救助用ボート（ＦＲＰ製）を更新。

北部消防署の救助工作車（Ⅰ型）及び普通消防ポンプ自動車をポンプ付

消防本部にBC対応用除染システム（除染テント）を新規購入。

災害現場ICT導入。救急現場活動において運用開始。
第47回消防救助技術関東地区指導会（東京都）「障害突破の部」出場。
長野県消防相互応援隊合同訓練（塩尻市）
群馬県等関越自動車道等消防連絡協議会訓練（赤城SA内）
南部消防署の広報車を更新。
川西消防署の高規格救急自動車を更新。
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（神奈川県）
軽井沢消防署の広報車を資機材運搬車へ更新。
川西消防署の資機材運搬車を更新。
殉職者の冥福を祈り、災害の風化、再発防止を誓い、殉職者慰霊碑建立。
職員14名採用。（240名体制）

南部消防署の指令車を更新。
消防指令センターに　「Ｎｅｔ　119　　緊急通報システム」　を導入。
令和元年東日本台風　情報収集・救助業務：救助出動11件・救助者42名。

中部横断自動車道「佐久南IC」から「八千穂高原IC」まで開通。消防業務開始。

長野県消防相互応援隊合同訓練（飯田市）
群馬県等関越自動車道等消防連絡協議会訓練（八風山トンネル）
浅間南麓こもろ医療センター開院に伴い、旧小諸厚生総合病院から入院患者34名を移送。
軽井沢消防署の高規格救急自動車を更新。
災害時における消防用水等の確保に関する協定書。佐久生コン事業協同組合と締結。
佐久消防署の小型動力ポンプ付水槽車を更新。
災害時におけるバスによる人員の輸送に関する協定書。バス事業者８社と締結。
職員７名採用。１名佐久市へ派遣。（235名体制）
指揮課を新設し、指揮隊の運用を開始する。
組織の見直しを行い、消防本部及び署の救急救助係を救急係に改組する。
佐久医療センター職員、ドクターカー機関員研修　５名受入。

長野県総合防災訓練（飯田市）

佐久広域連合消防本部からの派遣１名を含む、搭乗者９名が殉職。
当事故における救助活動に長野県消防相互応援協定に基づく応援要請により、
救助隊・救急隊・後方支援隊を延べ３隊11名派遣。
職員13名採用。１名佐久市から派遣。（233名体制）
くろさわ病院移転に伴い、旧病院から重症患者10名を移送。
南部消防署の資機材運搬車を更新。
消防本部の査察運搬車を廃車し、新たに連絡車を配備。
佐久消防署の広報車を更新。
第46回全国消防救助技術大会（宮城県）「ロープブリッジ渡過」2位・「ほふく救出」
・「はしご登はん」出場。
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（群馬県）

長野県消防防災ヘリコプター「アルプス」が訓練中、松本市鉢伏山に墜落し

御代田消防署の高規格救急自動車を更新。旧車両を佐久消防署へ所管換。
佐久消防署の高規格救急自動車を廃車。
軽井沢大型バス横転事故に伴い、携帯電話からのＧＰＳ位置情報強制取得及び
位置情報提供設定の自動変更に関する要望書を総務省消防庁へ陳情。
北部消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
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３月
４月
７月

令和４年 ３月
４月
７月

令和５年 ３月

４月
４月
４月
５月
11月

令和６年 ２月
２月
３月

４月
８月
10月
10月
11月

令和７年 ３月
４月
６月

令和８年 ３月
３月

４月
４月

職員７名採用。１名日本消防協会へ派遣。（242名体制）

北部消防署及び御代田消防署の高規格救急自動車を更新。北部消防署の旧車両を
佐久消防署へ所管換。

職員３名採用。（241名体制）
佐久消防署・軽井沢消防署・川西消防署の高規格救急自動車を更新。

南部消防署の高規格救急自動車を更新。南部消防署の旧車両を佐久消防署へ所管換。

佐久消防署訓練塔工事着工。

消防本部組織見直しを行い、指揮課を警防課に統合、救急課を新設する。
職員11名採用。１名長野県消防防災航空隊へ派遣。（244名体制）
小諸消防署に特別救助隊、佐久消防署及び南部消防署に救助隊が発足。
佐久消防署訓練塔竣工。
川西消防署の防火広報車を更新。

所管換。

軽井沢消防署の指令車を更新。

職員７名採用。（243名体制）

佐久消防署の高規格救急自動車を更新。

小諸消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
小諸消防署に総務省消防庁より救助先行車の配備。小諸消防署の広報車を消防本部へ

上田市山林火災現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、消防隊1隊派遣。
職員８名採用。１名長野県消防学校へ派遣。（245名体制）
御代田消防署の消防ポンプ自動車を更新。

上田市工場火災現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、消防隊2隊、支援隊1隊派遣。

佐久広域連合消防職員の佐久地区輸送協議会会員企業への転籍に伴う輸送人材確保
応援協力に関する協定を締結。

長野県総合防災訓練及び長野県消防相互応援隊合同訓練（小諸市）
第52回全国消防救助技術大会（千葉県）「はしご登はん」出場。

職員５名採用。１名日本消防協会へ派遣。（247名体制）
佐久消防署の高規格救急自動車を消防本部へ所管換。

小諸消防署の高規格救急自動車、軽井沢消防署の消防ポンプ自動車を更新。

熱海市土石流災害に対し緊急援助隊長野県大隊として、消防隊４隊16名、救助隊4隊
28名を7月12日から7月20まで派遣。
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３月
４月
７月

令和４年 ３月
４月
７月

令和５年 ３月

４月
４月
４月
５月
11月

令和６年 ２月
２月
３月

４月
８月
10月
10月
11月

令和７年 ３月
４月
６月

令和８年 ３月
３月

４月
４月

職員７名採用。１名日本消防協会へ派遣。（242名体制）

北部消防署及び御代田消防署の高規格救急自動車を更新。北部消防署の旧車両を
佐久消防署へ所管換。

職員３名採用。（241名体制）
佐久消防署・軽井沢消防署・川西消防署の高規格救急自動車を更新。

南部消防署の高規格救急自動車を更新。南部消防署の旧車両を佐久消防署へ所管換。

佐久消防署訓練塔工事着工。

消防本部組織見直しを行い、指揮課を警防課に統合、救急課を新設する。
職員11名採用。１名長野県消防防災航空隊へ派遣。（244名体制）
小諸消防署に特別救助隊、佐久消防署及び南部消防署に救助隊が発足。
佐久消防署訓練塔竣工。
川西消防署の防火広報車を更新。

所管換。

軽井沢消防署の指令車を更新。

職員７名採用。（243名体制）

佐久消防署の高規格救急自動車を更新。

小諸消防署の水槽付消防ポンプ自動車を更新。
小諸消防署に総務省消防庁より救助先行車の配備。小諸消防署の広報車を消防本部へ

上田市山林火災現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、消防隊1隊派遣。
職員８名採用。１名長野県消防学校へ派遣。（245名体制）
御代田消防署の消防ポンプ自動車を更新。

上田市工場火災現場へ長野県消防相互応援協定に基づき、消防隊2隊、支援隊1隊派遣。

佐久広域連合消防職員の佐久地区輸送協議会会員企業への転籍に伴う輸送人材確保
応援協力に関する協定を締結。

長野県総合防災訓練及び長野県消防相互応援隊合同訓練（小諸市）
第52回全国消防救助技術大会（千葉県）「はしご登はん」出場。

職員５名採用。１名日本消防協会へ派遣。（247名体制）
佐久消防署の高規格救急自動車を消防本部へ所管換。

小諸消防署の高規格救急自動車、軽井沢消防署の消防ポンプ自動車を更新。

熱海市土石流災害に対し緊急援助隊長野県大隊として、消防隊４隊16名、救助隊4隊
28名を7月12日から7月20まで派遣。
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東信観光バス株式会社

佐久平観光バス株式会社

有限会社軽井沢観光

信濃物流株式会社

草軽交通株式会社

ＪＲバス関東株式会社小諸支店

災害時における消防用水等

の 確 保 に 関 す る 協 定

災害時におけるバスによる

人員の輸送に関する協定

平成30年3月28日

平成30年1月12日 佐久生コン事業協同組合（７工場）

千曲バス株式会社

西武観光バス株式会社軽井沢営業所

足利市消防本部

利根沼田広域消防本部

富岡甘楽広域消防本部

の 協 力 に 関 す る 協 定
平成28年8月1日 レッカーサービス110 

（令和8年4月1日現在）

長野県消防相互応援協定

長 野 県 高 速 自 動 車 道

消 防 相 互 応 援 協 定

消 防 相 互 応 援 協 定

救 急 業 務 委 託 協 定

平成27年3月30日 富岡甘楽広域消防本部消 防 相 互 応 援 協 定

災害時における救助活動等

太田市消防本部

北関東自動車道における

消 防 相 互 応 援 協 定

平成23年3月9日 高崎市等広域消防局

前橋市消防局

関 越 自 動 車 道 ・

上 信 越 自 動 車 道 及 び

渋川広域消防本部

伊勢崎市消防本部

多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部

児玉郡市広域消防本部

平成12年4月1日 富岡甘楽広域消防本部

平成12年4月1日 峡北広域行政事務組合消防本部消防・救急相互応援協定

平成12年4月1日 吾妻広域消防本部

平成18年5月1日 上田地域広域連合消防本部

消防・救急相互応援協定

救急業務の応援に関する協定

平成9年10月16日 長野市消防局

須坂市消防本部

平成12年4月1日 高崎市等広域消防局

岳南広域消防本部

千曲坂城消防本部

上伊那広域消防本部

上田地域広域連合消防本部

佐久広域連合消防本部

飯田広域消防本部

松本広域消防局

諏訪広域消防本部

締 結 消 防 本 部 等

消消 防防 相相 互互 応応 援援 協協 定定 等等 締締 結結 のの 状状 況況

平成8年2月14日 長野県下13消防本部

協 定 の 名 称 締結年月日
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佐 久 広 域 連 合 消 防 の 主 な 災 害 記 録

西　暦 年　　代 主 な 災 害

1972年 昭和47．２ 北佐久郡軽井沢町において連合赤軍による「浅間山荘事件」

1973年 昭和48．３ 浅間山で中爆発

３日間燃え続け160㏊焼失

被害者救出・搬送に全面協力
1972年 昭和47．12 南佐久郡南相木村国有林で県内最大級と言われる林野火災

1974年 昭和49．５．４ 北佐久郡御代田町塩野（ゴルフ場）で林野火災　167㏊焼失

消火活動出動人員　署員、団員、その他　2,400名

1982年 昭和57．８．１ 台風10号による災害　　軽井沢町土砂崩落で死者２名
御代田町　住宅破損、農作物等被害総額　2,850,000千円

損害額224,062千円　消火活動出動人員　署員、団員、その他1,327名
1982年 昭和57．４ 浅間山で中爆発、火山弾で野火

出動人員　署員、団員、その他県警航空隊等　860名
1982年 昭和57．９．15 台風18号による豪雨災害

1982年 昭和57．９．14 南佐久郡八千穂村大石川土石流災害
流出面積　6.98㏊　避難世帯及び人員　2,040戸　8,000名

重傷者　４名（覚知時間19：30）　全署員非常招集し捜索活動
1992年 平成４．６．28 佐久市立中込中学校建物火災

御代田町　床下浸水等被害　被害総額　230,000千円
1985年 昭和60．８．12 群馬県上野村　日本航空機墜落事故　乗員・乗客520名死亡

死者５名　負傷者１名
1998年 平成10．９．17 台風５号による豪雨災害　相木川の増水により県道佐久・川上線

2,975㎡焼失　損害額　104,529千円
1996年 平成８．７．27 高速道上信越自動車道小諸石峠地籍で多重交通事故

3,056㎡焼失　損害額　336,865千円
1999年 平成11．８．13 熱帯低気圧による豪雨災害　死者１名、

道路決壊　　乗用車が転落、河川に流され親子２名死亡
1998年 平成10．12．27 佐久市大字中込（工場）で建物火災

1,635㎡焼失　損害額　229,308千円
2001年 平成13．６．10 雷雲の通過による豪雨・降ひょう・突風災害

　　　　　～15 家屋半壊４棟、一部損壊２棟、床上浸水79棟、床下浸水598棟
2000年 平成12．２．21 佐久市大字長土呂（卸店舗）建物火災

2001年 平成13．９．10 台風15号による土砂崩落等災害
北佐久郡軽井沢町茂沢　土砂崩落で死者２名、各地で住家被害

佐久市、御代田町で住家被害　家屋一部損壊８棟、床下浸水３棟　
農業関係被害総額　325,305千円

床下浸水５棟
2004年 平成16．10．20 台風23号による大雨・強風災害　

床上浸水２棟、床下浸水68棟　農業関係等被害総額　7,132,788千円
2004年 平成16．８．９ 低気圧と前線の停滞による豪雨災害　望月町で住家被害

2014年 平成26．２．14 平成26年豪雪　佐久地方で80㎝から100㎝弱の降雪
　　　　　　～ ビニールハウス、家屋等に被害　

佐久地域で住家・林業関係被害　床上浸水３棟、床下浸水54棟
公共土木施設等被害総額　996,639千円

2016年 平成28．１．15 軽井沢町碓氷バイパスにおける大型観光バス横転事故
死者１５名　負傷者２６名

佐久市では、自衛隊へ除雪災害派遣要請
馬坂・広川原地区住民孤立により、県防災ヘリ出動

要請で生コン車9台、山梨、長野各県の防災ヘリ及び自衛隊ヘリが
消火にあたり、2日後に鎮火  住宅及び小屋8棟全焼、1棟部分焼、

2019年 平成31．４．５ 佐久穂町筆岩建物火災から山林に延焼拡大し、出動車両　消防、団
　　　　　　～ 108台、出動人員　署員、団　486人、応援協定に基づき水の搬送

車両1台全焼、山林約32haを焼失  損害総額約　51,854千円

- 10 -
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2,300㎡焼失　損害額　35,526千円

（内訳：救急22件、救助11件、警戒・偵察82件、他10件）

2024年 令和６．12．23 佐久市塚原（工場兼住宅）で建物火災

2024年 令和６．３．１ 高速道上信越自動車道小諸市八満地籍で多重交通事故
死者１名　負傷者12名

農業関係被害総額　20,394,466千円
消防本部総出動件数125件、延べ出動隊数161隊

　　　　　～13 佐久地域で人的・家屋被害　死者2名、負傷者20名
全壊31棟、半壊201棟、床下浸水800棟

あたる。焼損面積0.72ha　　
2019年 令和元．10．⒓ 「令和元年東日本台風」による豪雨災害

2019年 平成31.４．19 軽井沢町追分　石尊山山頂にて林野火災が発生。
長野県防災ヘリ及び自衛隊ヘリを派遣要請。防災ヘリが消火に
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    佐佐 久久 広広 域域 圏圏 のの 位位 置置 及及 びび 地地 勢勢      

  

  ((11))  位位  置置  図図  

 

 

 

((22))  圏圏域域のの概概況況  

佐久地域広域市町村圏は長野県の東の玄関口に位置し、首都圏にもっとも近く、圏域の

総面積は 1,571.18㎢、人口は 200,454人（令和 8年 4月 1日現在）で県全体に対して面積
は 11.6％、人口は約 10％を占めています。  
国際親善文化観光都市「軽井沢」をはじめ、野辺山高原、蓼科高原など国内有数の高原

観光地を擁し、浅間山、八ヶ岳山麓などの名山が連なる中、北部には上信越高原国立公園、

東部には妙義荒船佐久高原国定公園、東南部には秩父多摩甲斐国立公園、西部には八ヶ岳

中信高原国定公園が四囲を囲み、圏域中央部を千曲川が南北に縦貫し、豊かな自然が織り

なす四季折々の変化に出会うことができる地域です。 
この、高原特有の気象条件や千曲川流域の豊かな水の恵みにより、電機、機械、精密等

の工業や米作、花卉、高原野菜などの農産業も盛んに行われ、更には、北陸新幹線（軽井

沢駅、佐久平駅）、上信越自動車道（佐久 IC、小諸 IC、佐久平スマート IC（ETC専用 IC））
などの高速交通網の整備により、首都圏への通勤も可能となりました。 
また、平成 23 年 3 月中部横断自動車道（佐久南 IC）から上信越自動車道（佐久・小諸

JCT）、更に平成 30 年 4 月には、中部横断自動車道（八千穂高原 IC）から（佐久南 IC）
の間が開通。延長 22.4㎞の区間が開通したことで、より一層の利便性の向上が図られ、地
域の活性化が期待されています。 
なお、年間降水量は平均 900～1,100㎜程度の乾燥地帯であり、気温も標高差が大きいた

め地域によって格差が激しく内陸性気候の特性を示し四季の変化に富んでいます。 
- 12 - 

【佐久広域連合消防本部】 
・ 所 在 地 佐久市中込 2947番地 

・ 標 高 686m 
・ 東 経 138°28′58″ 
・ 北 緯 36°14′52″ 

圏域総面積：1,571.18 ㎢ 
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200,454 98,664 101,790 87,827 127.6 1,571.18 ―

39,878 19,454 20,424 17,665 404.6 98.55 680

96,328 47,236 49,092 41,800 227.5 423.51 692

9,461 4,633 4,828 3,942 50.3 ※188.15 744

3,982 1,976 2,006 1,816 34.9 ※114.20 855

3,722 2,198 1,524 1,013 17.8 209.61 1,185

3,034 1,720 1,314 1,061 22.8 133.09 1,039

852 426 426 379 12.9 66.05 985

631 324 307 286 11.2 56.32 982

19,916 9,494 10,422 9,545 127.6 156.03 938

16,587 8,158 8,429 7,755 282.1 58.79 839

6,063 3,045 3,018 2,565 90.7 66.87 712

1
2

3

北 相 木 村

軽 井 沢 町

（人口・世帯・面積・標高）

面面 積積 ・・ 人人 口口 ・・ 世世 帯帯 数数

南

佐

久

郡

北

佐

久

郡

合　　計

小 諸 市

佐 久 市

佐 久 穂 町

小 海 町

川 上 村

南 牧 村

総　数

人 口

男
市 町 村

人口密度
　人/㎢

面　積
　　㎢

標高・役所
役場　　ｍ

南 相 木 村

女
世 帯 数

境界未定の市町村については同資料の参考値を※を付し記載してあります。
標高は「令和6年度版ながの県勢要覧」によります。

面積:国土地理院　全国都道府県市区町村別面積調　（令和8年1月1日現在 ）

御 代 田 町

立 科 町

人口及び世帯数は長野県「毎月人口異動調査」によります。（令和8年4月1日現在）
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庶 務 係 ・ 予 防 係

 川上分遣所

消消 防防 本本 部部 ・・ 署署 組組 織織 機機 構構

（令和8年4月1日現在）

13

24

24

31

35

31

9

5

12

救 急 係

指 揮 係

警 防 係

庶 務 係 ・ 予 防 係

警 防 係 ・ 救 急 係

49

庶 務 係総 務 課

消 防 長

2

南 部 消 防 署

危 険 物 係

予 防 係

施 設 係

職 員 係

7
通 信 指 令 課

小 諸 消 防 署

佐 久 消 防 署

軽井 沢消 防署

北 部 消 防 署

川 西 消 防 署

予 防 課

警 防 課

救 急 課

次 長広 域 連 合 長

庶 務 係 ・ 予 防 係

警 防 係 ・ 救 急 係

通信指令係

庶 務 係 ・ 予 防 係

警 防 係 ・ 救 急 係

庶 務 係 ・ 予 防 係

警 防 係 ・ 救 急 係

庶 務 係 ・ 予 防 係

21
御代 田消 防署

警 防 係 ・ 救 急 係

庶 務 係 ・ 予 防 係

警 防 係 ・ 救 急 係

　

32 警 防 係 ・ 救 急 係

計　247名（条例定数　251名）　　数字は勤務場所の職員数を表わす。

※次長は予防課長・通信指令課長兼務、総務課より1名日本消防協会派遣、1名長野県消防学校派遣

※※

※※

※※

※※
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    消消 防防 機機 関関 所所 在在 地地 ・・ 庁庁 舎舎 のの 状状 況況       
（令和8年4月1日現在）  

消防機関名 所 在 地 構 造 

規 模 
建 築 

年 月 

電 話 番 号 

F A X 番 号 

敷 地 

面 積 

㎡ 

建 築 

面 積 

㎡ 

延 べ 

面 積 

㎡ 

１ 

 

消 防 

本 部 

〒385-0051 

佐久市中込 

2947番地 

（ 庁 舎 ３ 階 ） 

RC造 

3F 
5,443.88 1,550.19 3,880.79 平成26.12 

0267-64-0119 

(FAX)62-7745 

２ 

 

小 諸 

消防署 

〒384-0006 

小諸市与良町 

六丁目 5番 6号 

S造 

3F 
 7,311.73 973.27 2,277.18 令和2.5 

0267-24-0119 

(FAX)23-2771 

３ 

 

佐 久 

消防署 

〒385-0051 

佐久市中込 

2947番地 

庁舎 
RC造3F 5,443.88 1,550.19 3,880.79 平成26.12 0267-62-0119 

(FAX)63-1194 訓練塔 
RC造一部6F 3,396.96 264.4 482.87 令和5.5 

４ 

 

軽井沢 

消防署 

〒389-0111 

軽井沢町大字 

長倉 1706番地 8 

RC造 

2F 
4,193.76 1,050.19 1,327.20 平成13.3 

0267-45-0119 

(FAX)45-2077 

５ 

 

北 部 

消防署 

〒384-0303 

佐久市下小田切 

544番地 1 

RC造 

2F 
3,292.76 744.43 1,292.44 平成26.10 

0267-82-0119 

(FAX)82-3870 

６ 

 

川 西 

消防署 

〒384-2204 

佐久市協和 

132番地 2 

RC造 

一部3F 
4,043.00 1,015.65 1,505.65 昭和58.3 

0267-53-0119 

(FAX)54-2244 

７ 

 

南 部 

消防署 

〒384-1103 

小海町大字豊里 

1862番地 

RC造 

2F 
3,092.27 991.17 1,404.04 平成24.3 

0267-92-0119 

(FAX)92-3000 

 

 

川 上 

分遣所 

〒384-1406 

川上村大字原 

306番地 1 

RC造 

一部2F 
1,223.00 217.10 229.99 平成12.3 

0267-97-3111 

(FAX)97-3139 

８ 

 

御代田 

消防署 

〒389-0206 

御代田町大字 

御代田 2382番地 3 

S造 

2F 
1,876.41 712.87 1,000.66 平成10.11 

0267-32-0119 

(FAX)32-7067 
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（１） （５）

（２） （６）

（３） （７）

（４）

（５）

（６）

（７） （１）

（８）

（９） （２）

（10）

（３）

（11） （４）

（12） （５）

（13）

（14） （６）

（７）

（１）

（２） （８）

（３） （９）

（４） （10）

（５） （11）

（６） （12）

（７） （13）

（８） （14）

（15）

（１） （16）

（17）

（２） （18）

（３）

（４）

　消防事務の企画及び連絡調整に関すること。 　工事の設計、監査及び検査に関すること。

　統計資料及び消防情報に関すること。 　用地の調査、取得及び借用に関すること。

　庶務に関すること。 　営繕に関すること。

事事 務務 分分 掌掌

【【消消防防本本部部】】

 〔総務課〕

庶庶務務係係

　公印の保管に関すること。 こと。

　文書の収受及び発送に関すること。 　火災予防の査察及び指導、育成に関する

　消防に関する諸規定の制定及び改廃に こと。

　表彰に関すること。

　庁内取締に関すること。  〔予防課〕

　渉外事務に関すること。 予予防防係係

　消防相互応援協定に関すること。 　火災予防及び防火意識の普及啓発に関する

　財産の維持管理に関すること。 基づく建築確認等の同意に関すること。

　その他、他の係に属さないこと。 　消防用設備等又は特殊消防用設備等の設置

指導及び検査に関すること。

　火災予防対策に関すること。

　諸会議に関すること。 　防火運動に関すること。

　消防予算及び決算に関すること。 　建築基準法（昭和25年法律第201号）に

　職員の評定に関すること。 　防火対象物の違反処理に関すること。

　職員の服務、研修及び教養に関すること。 　防炎規制に関すること。

　職員の諸給与の支給に関すること。 　防火基準適合表示に関すること。

職職員員係係 　消防法施行令（昭和36年政令第37号）

　職員の任免、分限、懲戒及び配置に関する 別表第１に掲げる防火対象物等の査察に

こと。 関すること。

　職員の貸与品に関すること。 　防火管理者協会に関すること。

　火災の原因調査及び調査資料の収集分析に

施施設設係係 関すること。

　消防職員委員会に関すること。 　災害気象に関すること。

　職員の衛生管理に関すること。 　防火管理者の育成指導に関すること。

　職員の福利厚生に関すること。 　幼少年婦人防火委員会に関すること。

　工事請負、その他契約に関すること。

　消防施設の設置に関すること。

　消防施設の計画及び調査、研究に関する 　予防関係の統計及び報告に関すること。

こと。 　諸届出の受理及び処理に関すること。

　消防財産の管理及び処分に関すること。 　予防関係照会文書の処理に関すること。

関すること。
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－17－

（１） （14）

（２）

（３） （１）　災害現場の統制に関すること。

（２）

（３）

（４）

（５） （４）

（６）

（７） （５）

（８） （６）

（９）

（７）

（10）

（11） （８）

（12）

（１）

（１） （２）

（２）

（３） （３）

（４）　消防相互応援協定に基づく応援及び受援に （４）

（５）

（５）　長野県航空隊の消防応援の要請に関する （６）

（７）

（６）　国、県、緊急消防援助隊に関すること。 （８）

（７） （９）

（８）　広域市町村の防災等に関する調整に関する

（９）

（10）　諸届出の受理及び処理に関すること。 （１）

（11）　警防関係照会文書の処理に関すること。 （２）

（12）　消防機械器具の導入計画及び配置、処分に （３）

（13）　消防機械器具の整備保全に関すること。

警警防防係係

　患者搬送事業に関すること。

　警防訓練計画に関すること。

　通信施設の整備計画に関すること。

　通信施設の整備保全に関すること。

通通信信指指令令係係

　消防計画に関すること。

 〔通信指令課〕

 〔警防課〕

こと。

　医療機関等との連絡調整に関すること。

　警防の統計及び報告に関すること。

　応急手当の普及啓発に関すること。

　救急の統計及び報告に関すること。

　救急関係照会文書の処理に関すること。

　職員の非常招集に関すること。

　災害の出動計画に関すること。

　救急救命士及び救急隊員の教育指導に関す

ること。

基づく火薬類の譲渡又は譲受け及び消費の

許可に関すること。

　液化石油ガス設備工事の届出に関すること。

　液化石油ガス施設の保安に関すること。

関すること。

　広域市町村消防団の指導育成及び連絡調整に

　指定数量以上の危険物を貯蔵する液体危険物

関すること。

タンクの検査に関すること。

　火薬類取締法（昭和25年法律第149号）に

危危険険物物係係

　危険物製造所等の設置に係る許可及び完成

検査に関すること。

　指導救命士に関すること。

　諸届出の受理及び処理に関すること。

　危険物関係照会文書の処理に関すること。

　火災の原因調査及び調査資料の収集分析に

関すること。

　危険物の統計及び報告に関すること。

　危険物安全協会に関すること。

　危険物製造所等の違反処理に関すること。

　危険物取扱者の講習及び育成指導に関する

こと。

関すること。

　消防通信の統制に関すること。

　メディカルコントロールに関すること。

こと。

指指揮揮係係

　救急活動に関すること。

こと。

〔救急課〕

救救急急係係

　災害現場における広報及び報道対応に関する

　関係機関との災害活動状況等の調整に関する

　効果的な警防活動のための訓練及び研究に関

ること。

　災害現場における火災調査の連絡調整に関す

こと。

ること。

　消防機械器具の取扱指導及び研究改善に関す

すること。

　活動隊員の安全確保に関すること。

　消防活動状況の把握並びに部隊の増強及び応

援要請に関すること。
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（17）

（１）

（18）

（２）

（３） （１）

（４）

（５） （２）

（６） （３）

（７） （４）

（８） （５）

（９） （６）

（７）

（１） （８）

（２） （９）

（10）

（３） （11）

（12）

（４） （13）

（５）

（６）

（７） （１）

（８） （２）

（９） （３）

（４）

（10） （５）

（６）

（11）

（12） （１）

（13）

（14） （２）

（３）

（15）

（16） （４）

（５）

【【消消防防署署・・所所】】

　職員の配置、服務、教養及び規律に関する

　条例等に基づく届出の受理に関すること。こと。

　職員の表彰内申に関すること。 警警防防係係

庶庶務務係係

指導、育成に関すること。

　予算の経理に関すること。 　火災その他の災害の警戒及び防御に関する

　文書の収受、発送及び保存に関すること。 こと。

　公印の保管に関すること。 　警防計画及び警防訓練計画に関すること。

　消防団の指導育成に関すること。 　消防用機械器具の整備保全に関すること。

　消防施設の管理に関すること。 　通信施設の管理に関すること。

　物品の管理及び購入に関すること。 　消防通信に関すること。

　その他他の係に属さないこと。 　自衛消防隊、自主防災組織の訓練及び指導に

関すること。

　訓練、演習に関すること。予予防防係係

　火災予防査察に関すること。 　消防地理水利に関すること。

　消防用設備等又は特殊消防用設備等の設置 　警防の諸統計に関すること。

指導及び検査に関すること。 　条例に基づく届出の受理に関すること。

　火災予防及び防火意識の普及啓発に関する

こと。

　火災原因及び損害の調査に関すること。

　救急活動に関すること。

救救急急係係

　り災の証明に関すること。

　救急機械器具の整備保全に関すること。

　予防統計に関すること。

　救急訓練及び指導に関すること。

　消防気象に関すること。

　応急手当の普及及び育成に関すること。

　予防査察に関すること。

　危険物安全協会及び防火管理者協会支部の

　高圧ガス施設及び液化石油ガス施設の設置

こと。

及び変更に伴う意見書の交付に関すること。

　救急業務に関すること。

　危険物の諸統計に関すること。

　消防、救急機械器具の整備保全に関する

検査及び水圧検査に関すること。

　液化石油ガス設備工事の届出に関すること。

　液化石油ガス施設の保安に関すること。

　火災、その他の災害の警戒及び防御に関する

分分遣遣所所

　指定数量未満の危険物及び指定可燃物の

届出並びに取扱等の規制に関すること。

及び届出に関すること。

　災害現場における指揮に関すること。

　救助活動に関すること。

　救助の統計及び報告に関すること。

　幼少年、婦人消防クラブの指導、育成に

こと。

関すること。

　消防地理水利に関すること。

　指定数量未満の危険物等のタンクの水張

　危険物製造所等の査察に関すること。

　救急の証明に関すること。

　危険物製造所等に係る命令、認可、承認

　救急の統計及び報告に関すること。
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（17）

（１）

（18）

（２）

（３） （１）

（４）

（５） （２）

（６） （３）

（７） （４）

（８） （５）

（９） （６）

（７）

（１） （８）

（２） （９）

（10）

（３） （11）

（12）

（４） （13）

（５）

（６）

（７） （１）

（８） （２）

（９） （３）

（４）

（10） （５）

（６）

（11）

（12） （１）

（13）

（14） （２）

（３）

（15）

（16） （４）

（５）

【【消消防防署署・・所所】】

　職員の配置、服務、教養及び規律に関する

　条例等に基づく届出の受理に関すること。こと。

　職員の表彰内申に関すること。 警警防防係係

庶庶務務係係

指導、育成に関すること。

　予算の経理に関すること。 　火災その他の災害の警戒及び防御に関する

　文書の収受、発送及び保存に関すること。 こと。

　公印の保管に関すること。 　警防計画及び警防訓練計画に関すること。

　消防団の指導育成に関すること。 　消防用機械器具の整備保全に関すること。

　消防施設の管理に関すること。 　通信施設の管理に関すること。

　物品の管理及び購入に関すること。 　消防通信に関すること。

　その他他の係に属さないこと。 　自衛消防隊、自主防災組織の訓練及び指導に

関すること。

　訓練、演習に関すること。予予防防係係

　火災予防査察に関すること。 　消防地理水利に関すること。

　消防用設備等又は特殊消防用設備等の設置 　警防の諸統計に関すること。

指導及び検査に関すること。 　条例に基づく届出の受理に関すること。

　火災予防及び防火意識の普及啓発に関する

こと。

　火災原因及び損害の調査に関すること。

　救急活動に関すること。

救救急急係係

　り災の証明に関すること。

　救急機械器具の整備保全に関すること。

　予防統計に関すること。

　救急訓練及び指導に関すること。

　消防気象に関すること。

　応急手当の普及及び育成に関すること。

　予防査察に関すること。

　危険物安全協会及び防火管理者協会支部の

　高圧ガス施設及び液化石油ガス施設の設置

こと。

及び変更に伴う意見書の交付に関すること。

　救急業務に関すること。

　危険物の諸統計に関すること。

　消防、救急機械器具の整備保全に関する

検査及び水圧検査に関すること。

　液化石油ガス設備工事の届出に関すること。

　液化石油ガス施設の保安に関すること。

　火災、その他の災害の警戒及び防御に関する

分分遣遣所所

　指定数量未満の危険物及び指定可燃物の

届出並びに取扱等の規制に関すること。

及び届出に関すること。

　災害現場における指揮に関すること。

　救助活動に関すること。

　救助の統計及び報告に関すること。

　幼少年、婦人消防クラブの指導、育成に

こと。

関すること。

　消防地理水利に関すること。

　指定数量未満の危険物等のタンクの水張

　危険物製造所等の査察に関すること。

　救急の証明に関すること。

　危険物製造所等に係る命令、認可、承認

　救急の統計及び報告に関すること。
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消防監 正監 総　数

2 1 247

2
3
3
9
9
9
5
10
6
7
8
4
11
9
10
6
4
10
7
8
8
12
5
4
6
6
3
6
4
3
7
7
4
4
5
10
1
3

1 2

1 1 3
2
2

12

（令和8年4月1日現在）
年　齢 消防士 副士長 士長 司令補 司令 司令長

人人　　事事

年年 齢齢 ・・ 階階 級級 別別 職職 員員 数数

10
18歳
総　数 21 35 90 62 26

20歳 3
19歳 2

22歳 9
21歳 3

24歳 1 8
23歳 3 6

26歳 10
25歳 5

28歳 7
27歳 6

30歳 4
29歳 8

32歳 9
31歳 11

34歳 6
33歳 10

36歳 10
35歳 4

38歳 7 1
37歳 7

40歳 12
39歳 7 1

42歳 4
41歳 5

44歳 6
43歳 6

46歳 6
45歳 3

48歳 3
47歳 4

50歳 4 3
49歳 7

52歳 3 1
51歳 4

54歳 7 3
53歳 5

1
56歳 3
55歳

1
58歳
57歳

1

2

59歳
60歳 2

61歳以上

（表示数値：消防現勢等調査数値）

うち女性 3 4 2 3
うち再任用
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247

消

防

正

監

消

防

監

計

49

31

35

31

24

24

32

21

1 2 6 13

8

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

247

21

32

24

24

31

35

23

歳

以

下

60

歳

以

上

1 4

7 6 11

36.7    

34.2    

35.4    

35.9    

33.9    

34.3    

37.0    

45.6    

36.6    計

消 防 本 部

小 諸 消 防 署

佐 久 消 防 署

軽 井 沢 消 防 署

北 部 消 防 署

川 西 消 防 署

南 部 消 防 署

御 代 田 消 防 署

南 部 消 防 署

御 代 田 消 防 署

計

～

（（２２））年年齢齢別別職職員員数数

川 西 消 防 署

1

消 防 本 部

小 諸 消 防 署

佐 久 消 防 署

軽 井 沢 消 防 署

北 部 消 防 署

1

消

防

士

長

2

消

防

士

消

防

副

士

長

1 2 8 14 4 2

133 12 18

6 4

12 10

1 2 6 8 3 4

1 2

3 6

11

2

計

4 4

35 40

4 36

8

5550

～

54

6 2 1 4 5

7 35 1 4 3 6

5 11 1 5

4 2

4 3 3 2

4 3 5

26 14 16 15 39

1

3 1 2 4

3 33 3 5 4 5 2

3

23

3 4

37 34

2 3 1

4 3 1

9 4

1

（（１１））階階級級別別配配置置表表

（令和8年4月1日現在）

24 26 28 30

～ ～ ～

21

（令和8年4月1日現在）

2 10 26

1 2 6

1

1

～

職職 員員 配配 置置 状状 況況

59443925 27 29 34

62 90 35

1 2 6 6 5

1 2 6

16

～ ～

45

～

49

平
均
年
齢

4

49

31

3

3

2

3

2

30

6

3

2

4

1

2

署 別

年齢別

署

階 級
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職職 員員 数数 のの 状状 況況

（　）内は兼務

5 24

通信指令係 8 8

5 5救 急 係 37 3 6 7

8 4

指 揮 係 6 6

6 5 6警 防 係 45 1 7 8

危 険 物 係 1 1

8 6 6予 防 係 51 2 7 8

4

9 5

6 3 3庶 務 係 32 1 5 6 4

分 遣 所 長 (1) (1)

通信指令係長 3 (1) 3 (1)

11 1 1救 急 係 長 8 1 11 1

指 揮 係 長 (3) (3)

11 1 1警 防 係 長 6 (2) (1) 1(1) 1

危険物係長 1 1

1 1 1予 防 係 長 6 (2) (1) 1(1) 1 1

職 員 係 長 (1)

(1) (1)

施 設 係 長 1 1

(1) (1) (1)庶 務 係 長

22 2 2

(1)

1 1
課 長 補 佐
副 署 長

26 12

1 1 1

22 2

課長・署長 10 (2) 3 (2) 1 1

（令和8年4月1日現在）

32 21

消 防 長 1 1

総 数 247 49 31 35 2431 24

総

数

消

防

本

部

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽
井
沢
消
防
署

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

御
代
田
消
防
署

次 長 2 2

(8) (1) (1)

(1)

総 務 課 付 2 2

職 員 係 1 1

職 名

署 別
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247

消

防

正

監

消

防

監

計

49

31

35

31

24

24

32

21

1 2 6 13

8

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

247

21

32

24

24

31

35

23

歳

以

下

60

歳

以

上

1 4

7 6 11

36.7    

34.2    

35.4    

35.9    

33.9    

34.3    

37.0    

45.6    

36.6    計

消 防 本 部

小 諸 消 防 署

佐 久 消 防 署

軽 井 沢 消 防 署

北 部 消 防 署

川 西 消 防 署

南 部 消 防 署

御 代 田 消 防 署

南 部 消 防 署

御 代 田 消 防 署

計

～

（（２２））年年齢齢別別職職員員数数

川 西 消 防 署

1

消 防 本 部

小 諸 消 防 署

佐 久 消 防 署

軽 井 沢 消 防 署

北 部 消 防 署

1

消

防

士

長

2

消

防

士

消

防

副

士

長

1 2 8 14 4 2

133 12 18

6 4

12 10

1 2 6 8 3 4

1 2

3 6

11

2

計

4 4

35 40

4 36

8

5550

～

54

6 2 1 4 5

7 35 1 4 3 6

5 11 1 5

4 2

4 3 3 2

4 3 5

26 14 16 15 39

1

3 1 2 4

3 33 3 5 4 5 2

3

23

3 4

37 34

2 3 1

4 3 1

9 4

1

（（１１））階階級級別別配配置置表表

（令和8年4月1日現在）

24 26 28 30

～ ～ ～

21

（令和8年4月1日現在）

2 10 26

1 2 6

1

1

～

職職 員員 配配 置置 状状 況況

59443925 27 29 34

62 90 35

1 2 6 6 5

1 2 6

16

～ ～

45

～

49

平
均
年
齢

4

49

31

3

3

2

3

2

30

6

3

2

4

1

2

署 別

年齢別

署

階 級
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職職 員員 数数 のの 状状 況況

（　）内は兼務

5 24

通信指令係 8 8

5 5救 急 係 37 3 6 7

8 4

指 揮 係 6 6

6 5 6警 防 係 45 1 7 8

危 険 物 係 1 1

8 6 6予 防 係 51 2 7 8

4

9 5

6 3 3庶 務 係 32 1 5 6 4

分 遣 所 長 (1) (1)

通信指令係長 3 (1) 3 (1)

11 1 1救 急 係 長 8 1 11 1

指 揮 係 長 (3) (3)

11 1 1警 防 係 長 6 (2) (1) 1(1) 1

危険物係長 1 1

1 1 1予 防 係 長 6 (2) (1) 1(1) 1 1

職 員 係 長 (1)

(1) (1)

施 設 係 長 1 1

(1) (1) (1)庶 務 係 長

22 2 2

(1)

1 1
課 長 補 佐
副 署 長

26 12

1 1 1

22 2

課長・署長 10 (2) 3 (2) 1 1

（令和8年4月1日現在）

32 21

消 防 長 1 1

総 数 247 49 31 35 2431 24

総

数

消

防

本

部

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽
井
沢
消
防
署

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

御
代
田
消
防
署

次 長 2 2

(8) (1) (1)

(1)

総 務 課 付 2 2

職 員 係 1 1

職 名

署 別
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消

防

本

部

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽
井
沢
消
防
署

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

御
代
田
消
防
署

87 13 13 12 12 9 9 12 7

232 48 30 33 28 22 22 30 19

186 48 25 25 19 17 17 20 15

2 1 1

15 3 4 3 1 2 2

103 20 10 17 10 12 11 12 11

27 9 4 1 2 6 4 1

4 2 2

193 39 26 27 26 17 20 22 16

4 1 1 2

66 20 8 4 10 5 5 10 4

8 4 1 1 1 1

2 1 1

10 2 3 1 1 2 1

1 1

90 28 11 8 9 9 9 9 7

4 1 1 2

23 9 3 5 1 1 1 2 1

190 48 25 23 19 18 17 21 19

19 4 3 2 3 1 3 1 2

5 3 2

190 48 25 25 19 18 17 20 18

31 3 5 6 5 4 4 1 3

242 48 31 35 30 23 23 31 21

7 2 2 2 1

103 34 11 11 11 10 8 11 7

7 1 2 1 1 1 1

移動式クレーン定期自主検査者

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

潜 水 士

玉 掛 技 能

足 場 取 扱 主 任 者

高 所 作 業 車 運 転 技 能

移 動 式 ク レ ー ン

巻上げ機（ウインチ）特別教育

陸 ・ 海 上 特 殊 無 線 技 士

ガ ス 溶 接

衛 生 管 理 者

安 全 衛 生 推 進 者

毒 物 ・ 劇 物 一 般 取 扱 者

車 両 系 建 設 機 械

危 険 物 取 扱 者 甲

〃 乙

消 防 設 備 士 甲

〃 乙

ア マ チ ュ ア 無 線

特 定 化 学 物 質 作 業 主 任 者

応 急 手 当 指 導 員

大 型 自 動 車 （ 一 種 ）

大 型 自 動 車 （ 二 種 ）

大 型 特 殊 免 許

自 動 二 輪 車

小 型 船 舶 操 縦 士

職職 員員 特特 殊殊 技技 術術 資資 格格 取取 得得 状状 況況

(令和8年4月1日現在）

消 防 職 員総

数

救 急 救 命 士

資 格

署 別
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毒 物 ・ 劇 物 一 般 取 扱 者

車 両 系 建 設 機 械

危 険 物 取 扱 者 甲

〃 乙

消 防 設 備 士 甲

〃 乙

ア マ チ ュ ア 無 線

特 定 化 学 物 質 作 業 主 任 者

応 急 手 当 指 導 員

大 型 自 動 車 （ 一 種 ）

大 型 自 動 車 （ 二 種 ）

大 型 特 殊 免 許
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職職 員員 特特 殊殊 技技 術術 資資 格格 取取 得得 状状 況況

(令和8年4月1日現在）

消 防 職 員総

数

救 急 救 命 士

資 格

署 別
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本

部

小

諸

署

佐

久

署

軽
井
沢
署

北

部

署

川

西

署

南

部

署

御
代
田
署

7 1 1 1 1 1 1 1
8 1 2 2 1 1 1
5 1 1 1 1 1
3 3
6 1 1 1 1 1 1
7 1 1 1 1 1 1 1
5 1 1 1 1 1
1 1
5 1 1 1 1 1
5 2 1 1 1
5 1 1 1 1 1
3 1 2
1 1
1 1
2 1 1
1 1

((２２))　　実実務務研研修修

2 1 1
5 1 1 1 1 1
2 2

1 1
8 1 1 1 1 1 1 1 1
7 1 1 1 1 1 1 1
5 1 1 1 1 1

10 3 1 1 1 1 1 1 1
2 1 1
2 2
4 1 1 1 1
2 1 1
1 1

13 2 1 1 1 3 2 1 2

((３３))　　広広域域研研修修
4 2 1 1

48 2 8 8 7 6 6 6 5
53 8 7 7 7 9 7 3 5

126 28 12 6 26 12 9 19 14
41 4 9 5 5 4 5 4 5
5 1 1 1 1 1

42 2 7 8 7 5 4 6 3

((４４))　　資資格格取取得得研研修修
7 1 1 1 1 1 1 1
4 1 1 1 1
4 1 1 1 1

3 1 1 1

2 2

3 1 1 1

1 1

7 1 1 1 1 1 1 1
2 1 1

第41期 5/19～5/30

救急科 第29期 1/7～3/6

救急高度化研修 第25期 3/9～3/13

長野県消防学校
　長野市篠ノ井東福寺

幹部科 第43期 1/19～1/30 

火災調査科 第53期 11/18～12/3

上級幹部科 第19期 12/15～12/17

小型移動式ｸﾚｰﾝ運転技能講習
玉掛技能講習　　セット講習

年間1回
（一社）中部労働技能教習センター
佐久会場

予防査察科 第58期 2/3～2/17

女性活躍推進コース 第10期 12/11～12/19

玉掛技能講習 年間 2回 佐久地区トラック研修会館

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 年間 2回 佐久地区トラック研修会館

小型移動式ｸﾚｰﾝ運転技能講習 年間 2回 佐久地区トラック研修会館

救急担当者研究会議 9/17 飯田広域消防本部

救急科 第87期 8/20～9/26

テールゲートリフター特別教育 8/4 佐久地区トラック研修会館

二級小型船舶操縦士
（湖川小出力限定）

9/16講習
9/23国試

諏訪市文化センター及び
諏訪市ヨットハーバー

巻上げ機(ｳｲﾝﾁ)特別教育講習 9/13～9/14 （一社）日本クレーン協会長野支部

消防・救急緊急自動車運転技能者研修 9/30～10/3
茨城県自動車安全運転センター安全
運転中央研修所

安全衛生推進者 11/12～11/13 佐久地区トラック研修会館

佐久総合病院佐久医療センター救急事例研究会 佐久総合病院佐久医療センター11/21

信州ﾄﾞｸﾀｰﾍﾘ事後検証会（第204～209回） 令和７年度 佐久広域連合消防本部（WEB参加）

救急医療業務推進会議 浅間南麓こもろ医療センター

ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ事後検証会 令和７年度 佐久広域連合消防本部

浅間病院救急事例検討会【未開催】 浅間総合病院

1/23

県救急活動研究会救急隊員講習会 1/26 飯田広域消防本部

救急救命士病院研修
就業前

令和７年度 広域管内３病院
就業中

第34回 全国救急隊員ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 1/22～1/23 熊本城ホール（熊本県）

第63回救急隊員学術研究会 2/7 小田原市三の丸ホール他（神奈川県）

第73回 全国消防技術者会議 11/20～11/21 三鷹市公会堂（東京都）

第28回 全国消防救助ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 12/11 銀座ブロッサム中央会館（東京都）

救急隊員研修会 11/26 松本合同庁舎

関東支部違反是正事例発表会 11/21 川崎市高津市民館（神奈川県）

8/27～8/28
ビデオ喉頭鏡病院実習 1/15～2/6 佐久総合病院佐久医療センター

第   回日本熱傷学会甲信地方会学術集会 参加なし

実務研修会 9/11 塩尻市レザンホール

第44回プレホスピタル救急医療・災害医療セミナー 佐久総合病院佐久医療センター

第39回 甲信救急集中治療ｾﾐﾅｰ
消防実務講習会 横浜市開港記念館（神奈川県）

気管挿管病院実習 7/28～12/22 佐久総合病院佐久医療センター

全国山岳遭難対策協議会 Web受講

10/24

7/11
開催未通知

令和７年度　指導救命士養成研修 第2回 7/8～8/20 救急救命九州研修所　福岡県北九州市

消防大学校 　東京都調布市

救急救命士養成研修 第69期 9/4～3/9 救急救命東京研修所　東京都八王子市

信州臨床救急懇話会【未開催】
第28回　日本臨床救急医学会総会 6/19～6/21 パシフィコ横浜

信州神経救急研究会【未開催】

職職 員員 教教 育育 ・・ 研研 修修 状状 況況

((１１))　　教教育育・・派派遣遣研研修修 （令和7年度）

区 分 期  間

教育・研修派遣消防署

研 修 機 関 等

合
計
人
数

危険物科 第41期 12/8～12/12

操法指導員講習 第29期 4/4
初任科 第68期 4/8～9/28
救助科 第35期 10/7～11/13

ドローン講習 第4期 10/9
警防科
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－24－

財財　　政政

2,711,200 205,433 13,197 81,865 33,117平成30年度

2,125,000 206,259 10,302 81,123 26,194平成29年度

2,235,000 204,719 10,917 82,624 27,050令和元年度

2,273,400 204,160 11,135 83,506 27,224令和 2年度

2,375,900 203,726 11,662 84,353 28,166令和 3年度

2,254,000 202,731 11,118 83,825 26,889令和 4年度

2,286,000 202,230 11,303 84,842 26,944令和 5年度

28,49586,22312,163201,9992,457,000令和 6年度

２２　　消消防防予予算算とと人人口口・・世世帯帯数数ととのの比比較較

年　度　別
消 防 予 算 人　　口 一人当たり 世  帯  数 一世帯当たり

（千円） （人） 消防費（円） （世帯） 消防費（円）

100

財 産 収 入 480 0.0

連 合 債 23,900 0.9

諸 収 入 13,680 0.5

繰 越 金 3,000 0.1

消消 防防 予予 算算 のの 概概 要要

１１　　佐佐久久広広域域消消防防特特別別会会計計 （単位：千円）

歳 入 歳 出

科 目 金　　額 比率(%) 科 目 金　　額 比率(%)

分担金及び負担金 2,739,731 97.5 消 防 本 部 費 835,864 29.8

県 支 出 金 341 0.0 予 備 費 3,000 0.1

使用料及び手数料 2,911 0.1 消 防 署 費 1,970,000

17,917 0.6国 庫 支 出 金 公 債 費 136 0.0

70.1

令和 8年度 2,809,000 200,454 14,013 87,827 31,983

繰 入 金 7,040 0.3

令和 7年度 2,836,000 201,380 14,082 87,217 32,516

歳 入 合 計 2,809,000 100 歳 出 合 計 2,809,000
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県 支 出 金 341 0.0 予 備 費 3,000 0.1

使用料及び手数料 2,911 0.1 消 防 署 費 1,970,000

17,917 0.6国 庫 支 出 金 公 債 費 136 0.0

70.1

令和 8年度 2,809,000 200,454 14,013 87,827 31,983

繰 入 金 7,040 0.3

令和 7年度 2,836,000 201,380 14,082 87,217 32,516
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10
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建

1,343 1,043 177 72 27 11 4 7 2

小 諸 消 防 署 小 諸 市 349 254 64 17 7 4 2 1

佐 久 消 防 署 佐 久 市 566 426 66 41 18 5 2 7 1

軽井沢消防署 軽井沢町 173 168 5

佐 久 市 59 43 11 5

佐久穂町 14 14

小 計 73 57 11 5

佐 久 市 32 24 6 2

立 科 町 32 22 7 2 1

小 計 64 46 13 4 1

小 海 町 25 22 2 1

川 上 村 11 11

南 牧 村 35 22 13

南相木村 5 5

北相木村 2 2

小 計 78 62 15 1

御代田消防署 御代田町 40 30 3 5 1 1

川 西 消 防 署

南 部 消 防 署

                            ※北部署の佐久市は旧臼田町、川西署の佐久市は旧望月町・旧浅科村

中中 ・・ 高高 層層 建建 築築 物物 のの 棟棟 数数

（令和8年4月1日現在）

階 数 別

総 数

北 部 消 防 署

署 別
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等
15

7
34

59
28

7
7

14
5

3
8

3
1

1
1

1
7

7
イ

工
場

等
1,
40

7
45

0
50

0
28

13
8

49
18

7
68

25
93

8
25

36
7

3
79

70
ロ

映
画

ス
タ

ジ
オ

等
3

1
2

イ
自

動
車

車
庫

等
40

10
6

5
7

7
4

1
5

1
1

1
3

4
ロ

飛
行

機
等

格
納

庫
1

1
1

1
4
項

倉
庫

44
1

15
3

12
3

28
36

14
50

12
5

17
8

4
7

19
51

1
5
項

そ
の

他
の

事
業

場
1,
05

1
21

3
33

6
10

7
81

50
13

1
57

23
80

22
51

43
13

7
13

6
48

イ
複

合
用

途
（

特
定

）
1,
10

9
22

2
48

0
14

9
73

20
93

33
19

52
15

25
25

6
1

72
41

ロ
複

合
用

途
（

非
特

）
21

8
55

80
19

39
39

4
1

5
2

1
4

1
8

12
1
7
項

重
要

文
化

財
等

19
2

5
1

3
3

3
1

4
4

1
8
項

ア
ー

ケ
ー

ド
2

2
9,
37

7
1,
95

9
3,
23

2
1,
39

5
60

8
29

1
89

9
35

9
26

8
62

7
18

1
17

1
25

7
59

36
70

4
56

1
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６
項

防
火
対
象
物

市
町
村
別
防
火
対
象
物
の
概
要

（
令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
）

総
　
数

北
　

部
　

署
川

　
西

　
署

南
　

部
　

署

　
　

　
　
　
　
　
　
　
※
北
部
署
の
佐
久
市

は
旧

臼
田

町
、

川
西

署
の

佐
久

市
は

旧
望

月
町

・
旧

浅
科
村
。
1
7
・
1
8
項
以
外
は
、
延
べ
面
積
1
5
0
㎡
以
上
の
も
の
と
す
る
。

１
項

２
項

３
項

５
項

９
項

1
2
項

1
3
項

1
6
項

総
数

区
分

用
途



－28－

新

築

増

築

改

築

移

転

修

繕

模

様

替

用

途

変

更

そ

の

他

対

象

物

数

実

施

数

346 291 48 7 9,377 375

小諸消防署 小 諸 市 53 42 11 1,959 58

佐久消防署 佐 久 市 153 130 19 4 3,232 69

軽井沢消防署 軽 井 沢 町 60 56 4 1,395 102

佐 久 市 9 4 3 2 608 13

佐 久 穂 町 10 7 3 291 21

小 計 19 11 6 2 899 34

佐 久 市 9 7 2 359 25

立 科 町 2 1 1 268 17

小 計 11 8 3 627 42

小 海 町 5 4 1 181 4

川 上 村 171 2

南 牧 村 2 2 257 2

南 相 木 村 59 1

北 相 木 村 3 3 36 1

小 計 10 9 1 704 10

御代田消防署 御 代 田 町 40 35 4 1 561 60

建建 築築 同同 意意 件件 数数 及及 びび 立立 入入 検検 査査 状状 況況

（令和7年度）

工 事 種 別 立入検査受

付

件

数

総 数

北部消防署

川西消防署

南部消防署

※北部署の佐久市は旧臼田町、川西署の佐久市は旧望月町・旧浅科村

署 別

区 分

- 28 -
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小諸1名　佐久7名　軽井沢4名　北部2名　川西1名

実　 施　 日 受講者数

令和7年7月11日 15名

47名

消防計画作成（変更）届出

防火管理者選任（解任）届出

消 防 用 設 備 等 着 工 届 出

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出

圧縮アセチレンガス等の届出

防火対象物使用開始届出

第３回

令和8年2月24日・25日 65名

第２回

令和7年9月11日・12日

受講者数

401

第１回

令和7年6月2日・3日

催 し 物 開 催 届 出

少量危険物・指定可燃物届出

9

557

114 22

63

1 25 8

第２回第１回

 佐久市
市民創錬センター

佐 久 消 防署

軽井沢消防署

北 部 消 防署

市民創錬センター

講習会場 備　　　　考

署　別

小 諸 消 防署

4 9

 佐久市

5

 佐久市

25 20

実 施 日

炉・かまど・ボイラー等届出

発電・変電・蓄電池設備届出

火災とまぎらわしい発煙届出

煙火打ち上げ・仕掛け届出

101

5

2

21 27 1 4 6 6

90

1,845

22

13

131 81

22

佐久市
市民創錬センター

総

数

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽
井
沢
消
防
署

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

4

南 部 消 防署

御代田消防署

5

15

11

97名

12 5 15

331 319 279

各各　　種種　　届届　　出出　　状状　　況況

講習会場 備　　　　考

33 24 17

184

540 123 52 34 23 53187

65

296

105

80 106 27 14 6 9

12

（令和7年度）

（令和7年度）

36 12 13 10 13

甲甲種種防防火火管管理理資資格格取取得得受受講講状状況況

14

147

御
代
田
消
防
署

498 75 167 127 43 41

54

70

141

54

5

第３回

8

24 37 66 16 15 5 21

68

3 24 3 1 3 19

12 66 3 2

13

（令和7年度）

5 10
35 15 29
19 8 14

7 6
4 1
3

6

2

甲甲種種防防火火管管理理者者再再講講習習受受講講状状況況

5
6

川 西 消 防署

3

市民創錬センター

届出種別

署 別

- 29 -
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屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

第 1 ･ 2 種販 売取 扱所

一 般 取 扱 所

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

第 1 ･ 2 種販 売取 扱所

一 般 取 扱 所

4
（表内数値：危険物規制事務調査数値）

危険物施設以外 4
6 1 1 3 1

取
 

扱
 

所

76 25 1 25 20 4 1
2 1 1

23 5 7 5 6

1

貯

蔵

所

2 1 1

11 5 1 4

製   造   所

総        数 124 8 38 12

完
成
検
査
前
検
査

仮
貯
蔵

仮
取
扱
い

設

置

変

更

設

置

変

更

36 21 4 5

19 10

許許可可・・完完成成検検査査等等のの状状況況

（令和7年度)

区　分

総

数

許可 完成検査

再
交
付

仮
使
用

153 25 37 23 17 22

1

取
 

扱
 

所

201 35 43 22 20 29 37
12 2 6 1 1 1

貯

蔵

所

15
2 2

4
206 25 64 29 16 20 42 10

9 2 1 2
507 56 83 168
26 4 5 12 2 2 1

39 72 75 14

5 4 13
90 13 25 10 12 13 11
79 22 25 2 8

6

69
製   造   所 2 1 1
総         数 1,287 185 290 267 117 164 195

危険物施設

消消防防署署別別危危険険物物施施設設数数

（令和8年4月1日現在） 

総
　
 
数

小
諸
消
防
署

佐
久
消
防
署

軽
井
沢
消
防
署

北
部
消
防
署

川
西
消
防
署

南
部
消
防
署

御
代
田
消
防
署

製造所別

署 別

区 分

- 30 -
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危危険険物物　　無無事事故故へへ挑挑むむ　　ゴゴンンググ鳴鳴るる

次次世世代代へへ　　つつななごごうう無無事事故故とと　　青青いい地地球球（（ほほしし））

意意思思つつななぐぐ　　連連携携ププレレーーでで　　事事故故防防ぐぐ

一一連連のの　　確確かかなな所所作作でで　　無無災災害害

事事故故ゼゼロロへへ  トトラライイ重重ねねるる  ワワンンチチーームム

訓訓練練でで　　確確かかなな信信頼頼　　積積みみ重重ねね

無無事事故故へへのの　　構構ええ一一分分のの　　隙隙もも無無くく

ここのの一一球球　　届届けけ無無事事故故へへ　　みみんんななのの願願いい

ああななたたなならら　　無無事事故故のの着着地地　　決決めめらられれるる！！

危危険険物物　　決決めめろろ無無事事故故のの　　スストトラライイクク

無無事事故故へへとと　　気気持持ちち集集中中　　ははっっけけよよいい

消消 防防 署署 別別 火火 薬薬 類類 等等 許許 可可 数数

（令和7年度）

総

数

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽
井
沢
消
防
署

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

御
代
田
消
防
署

総 数 49 12 15 6 9 4 3

火 薬 類 の 消 費 許 可 等 8 3 3 2

煙 火 消 費 許 可 申 請 22 5 3 2 6 4

令 和 ６ 年 度

2

液化石油ガス設備工事届 19 4 12 1 1 1

危危 険険 物物 安安 全全 週週 間間 推推 進進 標標 語語

令和８年度

『『つつかかみみ取取れれ！！　　めめざざすす無無事事故故のの　　頂頂ききをを』』

令 和 ７ 年 度

平 成 29 年 度

平 成 28 年 度

平 成 27 年 度

令 和 ５ 年 度

令 和 ４ 年 度

令 和 ３ 年 度

令 和 ２ 年 度

平 成 元 年 度

平 成 30 年 度

署 別

種 別

- 31 -

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

第 1 ･ 2 種販 売取 扱所

一 般 取 扱 所

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

第 1 ･ 2 種販 売取 扱所

一 般 取 扱 所

4
（表内数値：危険物規制事務調査数値）

危険物施設以外 4
6 1 1 3 1

取
 

扱
 

所

76 25 1 25 20 4 1
2 1 1

23 5 7 5 6

1

貯

蔵

所

2 1 1

11 5 1 4

製   造   所

総        数 124 8 38 12

完
成
検
査
前
検
査

仮
貯
蔵

仮
取
扱
い

設

置

変

更

設

置

変

更

36 21 4 5

19 10

許許可可・・完完成成検検査査等等のの状状況況

（令和7年度)

区　分

総

数

許可 完成検査

再
交
付

仮
使
用

153 25 37 23 17 22

1

取
 

扱
 

所

201 35 43 22 20 29 37
12 2 6 1 1 1

貯

蔵

所

15
2 2

4
206 25 64 29 16 20 42 10

9 2 1 2
507 56 83 168
26 4 5 12 2 2 1

39 72 75 14

5 4 13
90 13 25 10 12 13 11
79 22 25 2 8

6

69
製   造   所 2 1 1
総         数 1,287 185 290 267 117 164 195

危険物施設

消消防防署署別別危危険険物物施施設設数数

（令和8年4月1日現在） 

総
　
 
数

小
諸
消
防
署

佐
久
消
防
署

軽
井
沢
消
防
署

北
部
消
防
署

川
西
消
防
署

南
部
消
防
署

御
代
田
消
防
署

製造所別

署 別

区 分

- 30 -
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火
災
統
計

建 　 物

林 　 野

車 　 両

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

床 面 積

表 面 積

建 物

林 野

車 両

13
7

54
7

13
76

28
6

22
20

43
17

4
22

70
5

16
3,
08

1
44

9
21

7
16

7,
09

3
16

1,
45

4
4,
47

8

小
諸

市
26

11
1

19
6

2
8

3
12

5
1

6
18

2
4

93
6

23
33

,2
47

31
,6
32

65
0

佐
久

市
34

14
1

5
16

4
2

2
8

4
2

1
1

6
2

56
9

39
3

25
41

,7
62

40
,8
80

86
2

軽
井

沢
町

18
12

1
2

15
5

1
5

4
16

5
1

10
26

1
77

4
28

62
,2
26

61
,3
44

88
1

佐
久

市
6

1
1

1
1

1
1

2
3

17
2

13
0

5,
85

1
5,
80

2
49

佐
久

穂
町

5
1

1
1

12
2

10

小
計

11
2

1
2

1
1

1
1

2
3

17
2

13
0

5,
86

3
5,
80

4
59

佐
久

市
15

2
2

7
7

1
1

1
2

14
0

2,
93

8
2,
49

6
26

7

立
科

町
6

1
2

1
1

1
1

1
13

6
2

2,
68

6
2,
68

6

小
計

21
3

2
9

8
1

2
2

2
2

27
6

2
5,
62

4
5,
18

2
26

7

小
海

町
7

3
1

1
3

1
2

3
1

2
4

1
1

12
5

1
2,
74

2
2,
02

3
71

9

川
上

村
3

南
牧

村
2

1
1

11
64

0
40

60
0

南
相

木
村

1
1

45

北
相

木
村

2
1

1
1

1
1

6
3

33
5

33
5

小
計

15
4

3
2

4
1

3
4

1
3

10
1

1
12

5
3

57
3,
71

7
2,
39

8
1,
31

9

御
代

田
町

12
8

1
1

11
3

1
3

4
4

1
1

2
6

5
22

9
2

3
14

,6
54

14
,2
14

44
0

管管
轄轄
区区
域域
別別
火火
災災
発発
生生
状状
況況

（
令
和
7年

中
）

出
火

件
数

焼
損

棟
数

り
災

世
帯

数
死
傷
者
数

焼
損

面
積

損
害

見
積

額
（

千
円

）
　
　
　
  
　
　
　
内
　
訳

　
 署

　
　
別

  
 管

轄
区
域

内
訳

合 計

合 計

合 計

全 損

半 損

負 傷 者

林 野 ａ

合 計

り 災 人 員

内
訳

内
訳

建
物

(
㎡

)

そ の 他

そ の 他

合
計

63
1,
16

1

小 損

死 者

小
諸

消
防

署
14

96
5

佐
久

消
防

署
14

20

軽
井

沢
消

防
署

3
1

- 32 -

北
部

消
防

署

4 4 8 1

川
西

消
防

署

11
17

5

5 16
17

5

3

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
※
 北

部
署
の
佐
久
市
は
旧
臼
田
町
、
川
西
署
の
佐
久
市
は
旧
望
月
町
・
旧
浅
科
村

6

御
代

田
消

防
署

2

南
部

消
防

署

2

（
）
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建 物

林 野

車 両

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

全 損

半 損

小 損

床 面 積

表 面 積

建 物

林 野

車 両

総
件

数
13

7
54

7
13

76
28

6
22

20
43

17
4

22
70

5
16

3,
08

1
44

9
21

7
16

7,
09

3
16

1,
45

4
4,

47
8

１
 月

18
10

1
17

9
6

2
10

5
1

4
18

2
4

1,
22

5
1

78
,1

98
78

,0
24

17
4

２
 月

22
8

1
12

8
2

2
4

2
2

6
1

30
7

38
4

3
15

,0
81

14
,9

05

３
 月

16
7

1
1

11
5

1
4

1
7

3
1

3
12

1
2

40
7

2
11

11
,5

27
10

,5
03

1,
02

4

４
 月

22
4

3
1

6
2

2
1

1
2

1
1

3
26

8
1

20
2

2,
73

5
2,

69
0

45

５
 月

9
5

2
4

1
1

2
6

2
1

3
8

1
2

30
9

25
22

,3
17

21
,5

00
81

7

６
 月

2
1

45
7

45
0

７
 月

2
1

1
40

6
40

6

８
 月

15
6

2
7

1
1

5
3

3
3

30
8

10
13

,9
15

13
,0

86
82

9

９
 月

4
2

2
2

33
23

10

10
 月

9
5

8
1

6
1

6
6

13
3

50
26

17
,3

61
16

,4
03

11
 月

10
4

1
3

4
1

3
1

1
2

1
2

80
8

16
5

62
3

12
 月

8
3

1
5

1
2

1
1

4
1

1
2

5
1

2
20

5
1

4,
25

5
4,

15
5

10
0

月月
別別

火火
災災

発発
生生

状状
況況

（
令

和
7年

中
）

出
火

件
数

焼
損

棟
数

り
災

世
帯

数
り 災 人 員

死
傷

者
数

焼
損

面
積

損
害

額
見

積
（

千
円

）

内
訳

内
訳

内
訳

  
建

物
（

㎡
）

内
訳

総 数

総 数

合 計

合 計

死 者

負 傷 者

林 野 a

そ の 他

そ の 他

63
1,

16
1

7 12
17

6

- 33 -

7 14 2 1
7

1 2
20

47 2 4
95

8

区
分

月
別

（
）

火
災
統
計

建 　 物

林 　 野

車 　 両

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

床 面 積

表 面 積

建 物

林 野

車 両

13
7

54
7

13
76

28
6

22
20

43
17

4
22

70
5

16
3,
08

1
44

9
21

7
16

7,
09

3
16

1,
45

4
4,
47

8

小
諸

市
26

11
1

19
6

2
8

3
12

5
1

6
18

2
4

93
6

23
33

,2
47

31
,6
32

65
0

佐
久

市
34

14
1

5
16

4
2

2
8

4
2

1
1

6
2

56
9

39
3

25
41

,7
62

40
,8
80

86
2

軽
井

沢
町

18
12

1
2

15
5

1
5

4
16

5
1

10
26

1
77

4
28

62
,2
26

61
,3
44

88
1

佐
久

市
6

1
1

1
1

1
1

2
3

17
2

13
0

5,
85

1
5,
80

2
49

佐
久

穂
町

5
1

1
1

12
2

10

小
計

11
2

1
2

1
1

1
1

2
3

17
2

13
0

5,
86

3
5,
80

4
59

佐
久

市
15

2
2

7
7

1
1

1
2

14
0

2,
93

8
2,
49

6
26

7

立
科

町
6

1
2

1
1

1
1

1
13

6
2

2,
68

6
2,
68

6

小
計

21
3

2
9

8
1

2
2

2
2

27
6

2
5,
62

4
5,
18

2
26

7

小
海

町
7

3
1

1
3

1
2

3
1

2
4

1
1

12
5

1
2,
74

2
2,
02

3
71

9

川
上

村
3

南
牧

村
2

1
1

11
64

0
40

60
0

南
相

木
村

1
1

45

北
相

木
村

2
1

1
1

1
1

6
3

33
5

33
5

小
計

15
4

3
2

4
1

3
4

1
3

10
1

1
12

5
3

57
3,
71

7
2,
39

8
1,
31

9

御
代

田
町

12
8

1
1

11
3

1
3

4
4

1
1

2
6

5
22

9
2

3
14

,6
54

14
,2
14

44
0

管管
轄轄
区区
域域
別別
火火
災災
発発
生生
状状
況況

（
令
和
7年

中
）

出
火

件
数

焼
損

棟
数

り
災

世
帯

数
死
傷
者
数

焼
損

面
積

損
害

見
積

額
（

千
円

）
　
　
　
  
　
　
　
内
　
訳

　
 署

　
　
別

  
 管

轄
区
域

内
訳

合 計

合 計

合 計

全 損

半 損

負 傷 者

林 野 ａ

合 計

り 災 人 員

内
訳

内
訳

建
物

(
㎡

)

そ の 他

そ の 他

合
計

63
1,
16

1

小 損

死 者

小
諸

消
防

署
14

96
5

佐
久

消
防

署
14

20

軽
井

沢
消

防
署

3
1

- 32 -

北
部

消
防

署

4 4 8 1

川
西

消
防

署

11
17

5

5 16
17

5

3

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
※
 北

部
署
の
佐
久
市
は
旧
臼
田
町
、
川
西
署
の
佐
久
市
は
旧
望
月
町
・
旧
浅
科
村

6

御
代

田
消

防
署

2

南
部

消
防

署

2

（
）
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件 数 件数

総 数

3,479 137

3,303 91

3,240 42

2,850 41

2,392 33

2,161 22

1,805 19

1,780 19

放 火

時時間間別別火火災災発発生生状状況況 曜曜日日別別火火災災発発生生状状況況

 ※ 原因上位を記載。全国は概数、長野県は速報値を示す。

配 線 器 具

電灯電話等の
配 線

電灯電話等の
配 線

電 気 機 器

ス ト ー ブ火 入 れ

（令和7年中）

5

3

放 火

ス ト ー ブ

3

3

3こ ん ろ

814件 137 件

た き 火

取 灰

33

放 火 の 疑 い

原 因 原 因 原 因 件数

40,783件

4焼 却 炉

こ ん ろ

こ ん ろ

原

因

別

配 線 器 具

た ば こ

電 気 機 器

た き 火

原原 因因 別別 火火 災災 発発 生生 状状 況況

火 入 れ

た ば こ

19

比 較
全 国 長 野 県 佐 久 広 域 連 合

た き 火

火 入 れ

5 

4 

10 

42 

36 

23 

6 
5 

6 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

21 

24 

11 

17 

15 

25 

22 

2 

0

5

10

15

20

25

30

日 月 火 水 木 金 土 不明
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急急ぐぐ日日もも　　足足止止めめ火火をを止止めめ　　準準備備よよしし

守守りりたたいい　　未未来来ががああるるかからら　　火火のの用用心心

火火をを消消ししてて　　不不安安をを消消ししてて　　つつななぐぐ未未来来

おお出出かかけけはは　　ママススクク戸戸締締りり　　火火のの用用心心

おおううちち時時間間　　家家族族でで点点検検　　火火のの始始末末

そそのの火火事事をを　　ふふせせぐぐああななたたにに　　金金メメダダルル

ひひととつつずずつつ　　いいいいねね！！でで確確認認　　火火のの用用心心

忘忘れれててなないい？？　　ササイイフフににススママホホにに　　火火のの確確認認

火火のの用用心心　　ここととばばをを形形にに　　習習慣慣にに

消消ししままししょょうう　　そそのの火火そそのの時時　　そそのの場場所所でで

無無防防備備なな　　心心にに火火災災がが　　かかくくれれんんぼぼ

令和４年度

令和３年度

令和２年度

令和元年度

令和７年度

全全 国国 統統 一一 防防 火火 標標 語語

令和８年度

『『火火のの確確認認　　いいいい日日をを支支ええるる　　いいいい習習慣慣』』

令和６年度

令和５年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度

- 35 -



警防編
〘 協定事業所等合同訓練（千曲バス株式会社） ３/９ 〙

〘 防災ヘリ アルプスとの合同訓練 ８/１８ 〙
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救救助助活活動動

　令和７年中における救助出動の状況は、出動件数 116件、活動件数 75件、救助人員 79人であった。

他の事故」 36件（31％）の順であった。

22人（28％）の順であった。

建

物

建

物

以

外

116 5 39 4 5 22 5 36
住 居 36 5 19 2 10
その他の屋内 3 1 2
高速自動車道 1 1
そ の 他 道 路 32 32
内 水 面 4 3 1
外 水 面
山 岳 14 14
その他の屋外 26 6 1 4 1 3 11
地 下
そ の 他

75 5 20 2 4 15 4 25
住 居 23 5 14 1 3
その他の屋内 2 1 1
高速自動車道
そ の 他 道 路 16 16
内 水 面 3 2 1
外 水 面
山 岳 12 12
その他の屋外 19 4 3 3 9
地 下
そ の 他

79 6 22 2 4 14 6 25
住 居 24 6 13 3 2
その他の屋内 2 1 1
高速自動車道
そ の 他 道 路 18 18
内 水 面 3 2 1
外 水 面
山 岳 12 12
その他の屋外 20 4 3 3 10
地 下
そ の 他

ガ

ス

及

び

 
酸

欠

事

故

救救 助助 出出 動動 のの 概概 要要

事故種別ごとに出動件数で最も多いのは、「交通事故」の 39件で全体の 34％を占め、次いで「その

救助人員については、「その他の事故」が最も多く、25人で全体の32％を占め、次いで「交通事故」の

事故種別発生場所別出動件数・活動件数・救助人員の状況

そ

の

他

の

事

故

出 動 件 数

屋
内

屋

外

活 動 件 数

（令和7年中）

火 災総

数

交

通

事

故

屋
内

屋

外

救 助 人 員

屋
内

屋

外

破

裂

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

 
風

水

害

等

機
械
に
よ
る
事
故

建

物

等

に

 
よ

る

事

故

区 分

項 目
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建

物

建

物

以

外

5 39 4 5 22 5 36

2 6 1 2 3 2 7

2 11 1 8 4

2 4 1 1

3 1 1 2 3

5 1 2 1

1 6 14

6 1 1 3 2 6

小

型

動

力

ポ

ン

プ

 
付

水

槽

車

水

槽

付

消

防

ポ

ン

プ

　
　
　
自

動

車

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

化

学

消

防

ポ

ン

プ

　
　
　
自

動

車

は

し

ご

付

き

 
消

防

自

動

車

消

防

ポ

ン

プ

付

　
救

助

工

作

車

高

規

格

救

急

車

指

揮

車

・

指

令

車

広

報

車

等

救

助

工

作

車

林

野

火

災

工

作

車

資

機

材

積

載

車

65 4 8 4 1 1 1 16 9 16 2 1 2

8 1 1 2 3 1

9 2 2 1 2 1 1

9 1 1 1 2 1 2 1

8 1 1 1 2 1 2

7 1 1 2 1 2

8 1 1 1 2 1 2

10 1 1 1 3 1 2 1

6 1 1 2 1 1

消消 防防 署署 別別 救救 助助 出出 動動 状状 況況

機
械
に
よ
る
事
故

建

物

等

に

 
よ

る

事

故

総 数

10

佐 久 消 防 署

総

数

火 災 交

通

事

故

水

難

事

故

小 諸 消 防 署

　　　　　区　分

　署　別

116

（令和7年中）

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

ガ

ス

及

び

 
酸

欠

事

故

23

自

然

災

害

 
風

水

害

等

小 諸 消 防 署

南 部 消 防 署

19

総 数

御代田消防署

9

消消 防防 車車 両両 等等 のの 現現 有有 状状 況況

総

数

　　　　車　種

　署　別

消 防 本 部

北 部 消 防 署

軽井沢消防署

26

8

そ の 他

（令和8年4月1日現在）

ポ ン プ 車

川 西 消 防 署

21

南 部 消 防 署

御 代 田 消 防 署

佐 久 消 防 署

軽 井 沢 消 防 署

北 部 消 防 署

川 西 消 防 署
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救救助助活活動動

　令和７年中における救助出動の状況は、出動件数 116件、活動件数 75件、救助人員 79人であった。

他の事故」 36件（31％）の順であった。

22人（28％）の順であった。

建

物

建

物

以

外

116 5 39 4 5 22 5 36
住 居 36 5 19 2 10
その他の屋内 3 1 2
高速自動車道 1 1
そ の 他 道 路 32 32
内 水 面 4 3 1
外 水 面
山 岳 14 14
その他の屋外 26 6 1 4 1 3 11
地 下
そ の 他

75 5 20 2 4 15 4 25
住 居 23 5 14 1 3
その他の屋内 2 1 1
高速自動車道
そ の 他 道 路 16 16
内 水 面 3 2 1
外 水 面
山 岳 12 12
その他の屋外 19 4 3 3 9
地 下
そ の 他

79 6 22 2 4 14 6 25
住 居 24 6 13 3 2
その他の屋内 2 1 1
高速自動車道
そ の 他 道 路 18 18
内 水 面 3 2 1
外 水 面
山 岳 12 12
その他の屋外 20 4 3 3 10
地 下
そ の 他

ガ

ス

及

び

 
酸

欠

事

故

救救 助助 出出 動動 のの 概概 要要

事故種別ごとに出動件数で最も多いのは、「交通事故」の 39件で全体の 34％を占め、次いで「その

救助人員については、「その他の事故」が最も多く、25人で全体の32％を占め、次いで「交通事故」の

事故種別発生場所別出動件数・活動件数・救助人員の状況

そ

の

他

の

事

故

出 動 件 数

屋
内

屋

外

活 動 件 数

（令和7年中）

火 災総

数

交

通

事

故

屋
内

屋

外

救 助 人 員

屋
内

屋

外

破

裂

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

 
風

水

害

等

機
械
に
よ
る
事
故

建

物

等

に

 
よ

る

事

故

区 分

項 目
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ポンプ
性能等

日 野 レンジャー 長野 800 は 1188 A-2級 9 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 2090 11 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 6133 3 年

ト ヨ タ エスティマ 長野 800 さ 8145 18 年

ニッサン エクストレイル 長野 800 す 851 13 年

ス ズ キ キャリイ 長野 480 す 4339 11 年

日 野 レンジャー 長野 830 せ 2020 A-2級 6 年

日 野 プロフィア 長野 830 す 2015 B-2級 10 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 988 A-2級 12 年

日 野 レンジャー 長野 800 す 1132 A-2級 13 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5177 5 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 830 す 2018 7 年

三 菱 デリカ 長野 800 す 2572 10 年

ダイハツ ハイゼット 長野 880 あ 2261 2 年

ト ヨ タ ダイナ 長野 800 す 4116 7 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 851 B-2級 14 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 982 A-2級 12 年

日 野 デュトロ 長野 800 さ 9016 A-2級 17 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 6569 2 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 2031 11 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 3070 9 年

ス バ ル フォレスター 長野 800 す 4356 6 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 す 3992 7 年

日 野 デュトロ 長野 800 す 1090 13 年

ス ズ キ キャリィ 長野 480 た 5081 8 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 1054 A-2級 11 年

日 野 デュトロ 長野 800 す 7219 A-2級 0 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 6132 3 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 3111 9 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 さ 8140 18 年

マ ツ ダ スクラムワゴン 長野 880 あ 656 15 年

消消防防車車両両等等のの配配置置状状況況 ⅡⅡ

署
別

車 両 種 別 車 種 登 録 番 号 登録年月日

（令和8年4月1日現在）

経過
年数

指 令 車 H19.9.21

水槽付消防ポンプ自動車 H29.2.16

消防ポンプ付救助工作車 R2.3.19

高 規 格 救 急 車 H27.2.9

高 規 格 救 急 車 R5.2.15

広 報 車 H24.6.29

資 機 材 運 搬 車 H26.5.29

指 令 車 H27.11.24

水槽付消防ポンプ自動車 H26.2.13

消 防 ポ ン プ 自 動 車 H25.1.16

H27.12.15

資 機 材 運 搬 車 H31.2.1

高 規 格 救 急 車 R3.3.4

R5.11.8

高 規 格 救 急 車 H30.11.15

広 報 車

小型動力ポンプ付水槽車

指 令 車 R1.9.12

水槽付消防ポンプ自動車 H26.1.23

消 防 ポ ン プ 自 動 車 H21.2.20

高 規 格 救 急 車 H26.12.16

小型動力ポンプ付水槽車 H24.2.20

林 野 火 災 工 作 車 H24.12.11

高 規 格 救 急 車 R6.1.25

高 規 格 救 急 車 H28.11.25

広 報 車 H30.11.15

資 機 材 運 搬 車 H29.5.29

H19.9.19

水槽付消防ポンプ自動車 H27.1.8

消 防 ポ ン プ 自 動 車 R7.6.23

高 規 格 救 急 車 R5.2.15

指 令 車

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

御

代

田

消

防

署

高 規 格 救 急 車 H28.12.16

広 報 車 H22.7.26
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ポンプ
性能等

ト ヨ タ ヴァンガード 長野 831 や 119 16 年

ト ヨ タ ウイッシュ 長野 800 さ 9917 15 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 さ 8850 17 年

ニッサン セレナ 長野 501 ふ 6639 8 年

Ｕ Ｄ コンドル 長野 800 す 5190 5 年

日 野 プロフィア 長野 831 ま 119 18 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 す 4604 6 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 さ 9925 15 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 1710 A-2級 0 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 1124 A-2級 10 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 2627 10 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5655 4 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 す 1544 12 年

ス ズ キ ジムニー 長野 800 す 7470 0 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 844 Ⅱ型 14 年

ス ズ キ キャリイ 長野 480 せ 5559 10 年

三 菱 トライトン 長野 800 す 7692 0 年

日 野 プロフィア 長野 800 は 1235 B-2級 8 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 924 A-2級 13 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 811 A-2級 15 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 6896 1 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5176 5 年

ホ ン ダ ステップワゴン 長野 800 す 350 14 年

ト ヨ タ ＲＡＶ４ 長野 800 す 408 14 年

ト ヨ タ ピクシスバン 長野 880 あ 1496 8 年

日 野 レンジャー 長野 831 む 119 Ⅱ型 17 年

日 野 プロフィア 長野 830 さ 2212 B-2級 15 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 847 A-2級 14 年

日 野 デュトロ 長野 830 さ 2203 A-2級 4 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 3565 8 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5178 5 年

マ ツ ダ CX-30 長野 800 す 6506 2 年

ト ヨ タ ピクシス 長野 880 あ 1024 12 年

ト ヨ タ ダイナ 長野 800 す 4115 7 年

署
別

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽

井

沢

消

防

署

広 報 車

指 令 車

水槽付消防ポンプ自動車

消 防 ポ ン プ 自 動 車

小型動力ポンプ付水槽車

資 機 材 運 搬 車

H25.2.15

H30.3.16

H20.10.3

H22.12.14

H29.12.8

R3.3.4

H23.7.29

H23.3.28

R6.10.18

H31.2.1

H25.9.27

H24.2.7

R4.3.15

R3.3.4

H23.9.9

H29.7.26

H22.9.2

消消防防車車両両等等のの配配置置状状況況 ⅠⅠ

（令和8年4月1日現在）

車 種車 両 種 別

小型動力ポンプ付水槽車

水槽付消防ポンプ自動車

H27.12.18

H25.11.26

R8.3.13

R4.2.3

広 報 車

広 報 車

広 報 車

高 規 格 救 急 車

高 規 格 救 急 車

R5.11.27

救 助 工 作 車

化学消防ポンプ自動車

指 令 車

資 機 材 積 載 車

救 助 工 作 車

水槽付消防ポンプ自動車

資 機 材 運 搬 車

高 規 格 救 急 車

高 規 格 救 急 車

H28.3.3

H24.1.20

R8.5.21

指 令 車

広 報 車

高 規 格 救 急 車

高 規 格 救 急 車

H27.6.19

R7.11.13

H20.2.1

資 機 材 積 載 車 R3.3.12

水槽付消防ポンプ自動車

連 絡 車

高 規 格 救 急 車 H22.9.10

指 揮 車 R2.2.21

消

防

本

部

経過
年数

指 令 車

災 害 対 応 支 援 車

はしご付消防自動車

登 録 番 号 登録年月日

H21.7.3

H20.10.15

H29.7.20
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ポンプ
性能等

日 野 レンジャー 長野 800 は 1188 A-2級 9 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 2090 11 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 6133 3 年

ト ヨ タ エスティマ 長野 800 さ 8145 18 年

ニッサン エクストレイル 長野 800 す 851 13 年

ス ズ キ キャリイ 長野 480 す 4339 11 年

日 野 レンジャー 長野 830 せ 2020 A-2級 6 年

日 野 プロフィア 長野 830 す 2015 B-2級 10 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 988 A-2級 12 年

日 野 レンジャー 長野 800 す 1132 A-2級 13 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5177 5 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 830 す 2018 7 年

三 菱 デリカ 長野 800 す 2572 10 年

ダイハツ ハイゼット 長野 880 あ 2261 2 年

ト ヨ タ ダイナ 長野 800 す 4116 7 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 851 B-2級 14 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 982 A-2級 12 年

日 野 デュトロ 長野 800 さ 9016 A-2級 17 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 6569 2 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 2031 11 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 3070 9 年

ス バ ル フォレスター 長野 800 す 4356 6 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 す 3992 7 年

日 野 デュトロ 長野 800 す 1090 13 年

ス ズ キ キャリィ 長野 480 た 5081 8 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 1054 A-2級 11 年

日 野 デュトロ 長野 800 す 7219 A-2級 0 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 6132 3 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 3111 9 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 さ 8140 18 年

マ ツ ダ スクラムワゴン 長野 880 あ 656 15 年

消消防防車車両両等等のの配配置置状状況況 ⅡⅡ

署
別

車 両 種 別 車 種 登 録 番 号 登録年月日

（令和8年4月1日現在）

経過
年数

指 令 車 H19.9.21

水槽付消防ポンプ自動車 H29.2.16

消防ポンプ付救助工作車 R2.3.19

高 規 格 救 急 車 H27.2.9

高 規 格 救 急 車 R5.2.15

広 報 車 H24.6.29

資 機 材 運 搬 車 H26.5.29

指 令 車 H27.11.24

水槽付消防ポンプ自動車 H26.2.13

消 防 ポ ン プ 自 動 車 H25.1.16

H27.12.15

資 機 材 運 搬 車 H31.2.1

高 規 格 救 急 車 R3.3.4

R5.11.8

高 規 格 救 急 車 H30.11.15

広 報 車

小型動力ポンプ付水槽車

指 令 車 R1.9.12

水槽付消防ポンプ自動車 H26.1.23

消 防 ポ ン プ 自 動 車 H21.2.20

高 規 格 救 急 車 H26.12.16

小型動力ポンプ付水槽車 H24.2.20

林 野 火 災 工 作 車 H24.12.11

高 規 格 救 急 車 R6.1.25

高 規 格 救 急 車 H28.11.25

広 報 車 H30.11.15

資 機 材 運 搬 車 H29.5.29

H19.9.19

水槽付消防ポンプ自動車 H27.1.8

消 防 ポ ン プ 自 動 車 R7.6.23

高 規 格 救 急 車 R5.2.15

指 令 車

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

御

代

田

消

防

署

高 規 格 救 急 車 H28.12.16

広 報 車 H22.7.26
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ポンプ
性能等

ト ヨ タ ヴァンガード 長野 831 や 119 16 年

ト ヨ タ ウイッシュ 長野 800 さ 9917 15 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 さ 8850 17 年

ニッサン セレナ 長野 501 ふ 6639 8 年

Ｕ Ｄ コンドル 長野 800 す 5190 5 年

日 野 プロフィア 長野 831 ま 119 18 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 す 4604 6 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 さ 9925 15 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 1710 A-2級 0 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 1124 A-2級 10 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 2627 10 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5655 4 年

ト ヨ タ ハイエース 長野 800 す 1544 12 年

ス ズ キ ジムニー 長野 800 す 7470 0 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 844 Ⅱ型 14 年

ス ズ キ キャリイ 長野 480 せ 5559 10 年

三 菱 トライトン 長野 800 す 7692 0 年

日 野 プロフィア 長野 800 は 1235 B-2級 8 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 924 A-2級 13 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 811 A-2級 15 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 6896 1 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5176 5 年

ホ ン ダ ステップワゴン 長野 800 す 350 14 年

ト ヨ タ ＲＡＶ４ 長野 800 す 408 14 年

ト ヨ タ ピクシスバン 長野 880 あ 1496 8 年

日 野 レンジャー 長野 831 む 119 Ⅱ型 17 年

日 野 プロフィア 長野 830 さ 2212 B-2級 15 年

日 野 レンジャー 長野 800 は 847 A-2級 14 年

日 野 デュトロ 長野 830 さ 2203 A-2級 4 年

ト ヨ タ ハイメディック 長野 800 す 3565 8 年

ニッサン パラメディック 長野 800 す 5178 5 年

マ ツ ダ CX-30 長野 800 す 6506 2 年

ト ヨ タ ピクシス 長野 880 あ 1024 12 年

ト ヨ タ ダイナ 長野 800 す 4115 7 年

署
別

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽

井

沢

消

防

署

広 報 車

指 令 車

水槽付消防ポンプ自動車

消 防 ポ ン プ 自 動 車

小型動力ポンプ付水槽車

資 機 材 運 搬 車

H25.2.15

H30.3.16

H20.10.3

H22.12.14

H29.12.8

R3.3.4

H23.7.29

H23.3.28

R6.10.18

H31.2.1

H25.9.27

H24.2.7

R4.3.15

R3.3.4

H23.9.9

H29.7.26

H22.9.2

消消防防車車両両等等のの配配置置状状況況 ⅠⅠ

（令和8年4月1日現在）

車 種車 両 種 別

小型動力ポンプ付水槽車

水槽付消防ポンプ自動車

H27.12.18

H25.11.26

R8.3.13

R4.2.3

広 報 車

広 報 車

広 報 車

高 規 格 救 急 車

高 規 格 救 急 車

R5.11.27

救 助 工 作 車

化学消防ポンプ自動車

指 令 車

資 機 材 積 載 車

救 助 工 作 車

水槽付消防ポンプ自動車

資 機 材 運 搬 車

高 規 格 救 急 車

高 規 格 救 急 車

H28.3.3

H24.1.20

R8.5.21

指 令 車

広 報 車

高 規 格 救 急 車

高 規 格 救 急 車

H27.6.19

R7.11.13

H20.2.1

資 機 材 積 載 車 R3.3.12

水槽付消防ポンプ自動車

連 絡 車

高 規 格 救 急 車 H22.9.10

指 揮 車 R2.2.21

消

防

本

部

経過
年数

指 令 車

災 害 対 応 支 援 車

はしご付消防自動車

登 録 番 号 登録年月日

H21.7.3

H20.10.15

H29.7.20
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管
轄

区
域

別
指

揮
隊

出
動

状
況

（
令

和
7
年

中
）

　 　
　
　
　
内
　
　
訳

　 　
署
　
　
別

　
管
轄
区
域

総総 件件 数数

火火
災災

出出
動動

救救
助助

出出
動動

警警
戒戒

出出
動動

そそ
のの

他他
出出

動動

合合 計計

建 　 物

林 　 野

車 　 両

船 舶

航 空 機

誤 報

そ の 他

合合 計計

交 通 事 故

水 難 事 故

自 然 災 害

機 械 事 故

建 物 事 故

ガ ス 及 び

酸 欠 事 故

破 裂 事 故

山 岳 事 故

墜 落 事 故

そ の 他

合合 計計

自 然 災 害

ベ ル 鳴 動

偵 察

電 気

回 転 翼 機

捜 索

管 外 応 援

警 備

危 険 物 排 除

毒 劇 物 漏 洩

放 射 性 物 質

Ｎ Ｂ Ｃ テ ロ

特 命 出 動

そ の 他

総総
件件

数数
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諸
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井
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南
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御
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臼
田

町
は

北
部

消
防

署
の

佐
久

市
、

旧
望

月
町

及
び

旧
浅

科
村

は
川

西
消

防
署

の
佐

久
市

に
計

上
　

川
上

村
及

び
（

南
牧

村
）

は
川

上
分

遣
所

に
計

上
　

高
速

出
動

件
数

に
つ

い
て

は
署

轄
計

上

合

計

基

準

基

準

外

合

計

40
㎥

以

上

40
㎥

未

満

8,168 2,749 5,419 1,261 781 480

小 諸 消 防 署 小 諸 市 1,367 204 1,163 244 122 122

佐 久 消 防 署 佐 久 市 1,764 958 806 200 119 81

軽井沢消防署 軽井沢町 936 404 532 111 20 91

佐 久 市 468 270 198 29 14 15

佐久穂町 571 184 387 84 58 26

小 計 1,039 454 585 113 72 41

佐 久 市 745 158 587 107 59 48

立 科 町 662 224 438 135 101 34

小 計 1,407 382 1,025 242 160 82

小 海 町 447 46 401 53 42 11

川 上 村 244 244 97 91 6

南 牧 村 206 206 72 72

南相木村 122 16 106 19 17 2

北相木村 74 74 16 16

小 計 1,093 136 957 257 238 19

御代田消防署 御代田町 562 211 351 94 50 44

川 西 消 防 署

南 部 消 防 署

北 部 消 防 署

公公 設設 水水 利利 状状 況況 （（ 市市 町町 村村 別別 ））

（令和8年4月1日）

総 数

消 火 栓 防 火 水 槽

　　　　　　　　　区　分
　　　　市
　　　　　 町
　署 別　　　　村
　　　　　　　 　別
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22
33
22

11
11
00

3
8

7
7

1
1

4
7

99
33

3
5

4
4

1
8

5
1
3

5
9

22
00

1
1
9

99
8

1

小
諸

市
44
44

22
44

9
3

1
2

11
44

3
1

2
2

4
2

44
4

22
1

1

佐
久

市
55
88

22
22

7
1

2
4

8
22
11

1
1

1
8

1
99

1
8

66
6

軽
井

沢
町

22
44

11
11

7
1

1
2

11
11

3
5

1
2

22
2

佐
久

市
1
2

6
1

1
1

3
6

2
1

1
1

1

佐
久

穂
町

8
3

1
2

3
1

1
1

1
1

1
1

小小
計計

22
00

99
2

1
1

5
99

3
1

1
1

1
1

1
11

1
11

1

佐
久

市
2
0

1
4

2
1

1
1
0

5
3

2
1

1

立
科

町
1
2

5
1

4
4

3
1

3
3

小小
計計

33
22

11
99

3
1

1
1
4

99
6

2
1

44
4

小
海

町
9

6
3

1
1

1
3

2
1

川
上

村
8

2
2

6
1

4
1

南
牧

村
2

1
1

1
1

(
南

牧
村

）
3

1
1

2
1

1

南
相

木
村

3
1

1
2

2

北
相

木
村

2
2

1
1

小小
計計

22
77

11
33

4
3

2
4

11
44

5
7

1
1

御
代

田
町

22
66

11
22

6
1

1
2

2
11
44

4
1

1
2

2
3

1

11
11

1

77
11

(
1
)

66
(
6
)
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管
轄

区
域

別
指

揮
隊

出
動

状
況

（
令

和
7
年

中
）

　 　
　
　
　
内
　
　
訳

　 　
署
　
　
別

　
管
轄
区
域

総総 件件 数数

火火
災災

出出
動動

救救
助助

出出
動動

警警
戒戒

出出
動動

そそ
のの

他他
出出

動動

合合 計計

建 　 物

林 　 野

車 　 両

船 舶

航 空 機

誤 報

そ の 他

合合 計計

交 通 事 故

水 難 事 故

自 然 災 害

機 械 事 故

建 物 事 故

ガ ス 及 び

酸 欠 事 故

破 裂 事 故

山 岳 事 故

墜 落 事 故

そ の 他

合合 計計

自 然 災 害

ベ ル 鳴 動

偵 察

電 気

回 転 翼 機

捜 索

管 外 応 援

警 備

危 険 物 排 除

毒 劇 物 漏 洩

放 射 性 物 質

Ｎ Ｂ Ｃ テ ロ

特 命 出 動

そ の 他

総総
件件

数数

小
諸

消
防

署

佐
久

消
防

署

軽
井

沢
消

防
署

北
部

消
防

署

そ の 他

合合 計計

救 急 支 援

火 災 調 査

川
西

消
防

署

南
部

消
防

署
(
川

上
分

遣
所

)

御
代

田
消

防
署

管
轄

外

高
速

　
※

 
旧

臼
田

町
は

北
部

消
防

署
の

佐
久

市
、

旧
望

月
町

及
び

旧
浅

科
村

は
川

西
消

防
署

の
佐

久
市

に
計

上
　

川
上

村
及

び
（

南
牧

村
）

は
川

上
分

遣
所

に
計

上
　

高
速

出
動

件
数

に
つ

い
て

は
署

轄
計

上

合

計

基

準

基

準

外

合

計

40
㎥

以

上

40
㎥

未

満

8,168 2,749 5,419 1,261 781 480

小 諸 消 防 署 小 諸 市 1,367 204 1,163 244 122 122

佐 久 消 防 署 佐 久 市 1,764 958 806 200 119 81

軽井沢消防署 軽井沢町 936 404 532 111 20 91

佐 久 市 468 270 198 29 14 15

佐久穂町 571 184 387 84 58 26

小 計 1,039 454 585 113 72 41

佐 久 市 745 158 587 107 59 48

立 科 町 662 224 438 135 101 34

小 計 1,407 382 1,025 242 160 82

小 海 町 447 46 401 53 42 11

川 上 村 244 244 97 91 6

南 牧 村 206 206 72 72

南相木村 122 16 106 19 17 2

北相木村 74 74 16 16

小 計 1,093 136 957 257 238 19

御代田消防署 御代田町 562 211 351 94 50 44

川 西 消 防 署

南 部 消 防 署

北 部 消 防 署

公公 設設 水水 利利 状状 況況 （（ 市市 町町 村村 別別 ））

（令和8年4月1日）

総 数

消 火 栓 防 火 水 槽

　　　　　　　　　区　分
　　　　市
　　　　　 町
　署 別　　　　村
　　　　　　　 　別
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火火災災 救救助助 警警戒戒 そそのの他他

小小 諸諸 消消 防防 署署 24 14 4 2

佐佐 久久 消消 防防 署署 22 21 9 6

軽軽 井井 沢沢 消消 防防 署署 11 11 2

北北 部部 消消 防防 署署 9 9 1 1

川川 西西 消消 防防 署署 19 9 4

南南 部部 消消 防防 署署
(( 川川 上上 分分 遣遣 所所 ))

13 14

御御 代代 田田 消消 防防 署署 12 14

管管外外（（県県内内・・県県外外）） 1

合合　　　　計計 110 93 20 9 223322

※管轄別指揮隊出動件数調べ

2244

2200

3322

2277

2266

11

5588

月月 別別 指指 揮揮 隊隊 出出 動動 件件 数数
(令和7年中）

(令和7年中）

合合　　　　計計

4444

0

5

10

15

20

25

30

35

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
火災 17 16 15 20 5 3 1 12 1 6 8 6
救助 12 9 12 10 6 10 10 7 6 3 3 5
警戒 1 3 2 2 0 2 1 2 2 1 4 0
その他 1 0 0 1 1 0 2 0 0 2 2 0

出
動
件
数

31件

29件

33件

12件

21件

9件

14件
15件

12件

17件

11件

28件
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救急編 

〘 東信ブロック合同訓練 救急訓練 〙 

〘 感染防止対策研修会 〙 
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救救急急活活動動

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

13,209 63 3 602 144 65 2,310 21 77 8,372 1,552

12,414 14 2 607 142 60 2,176 15 53 7,817 1,528

令和７年 13,209 63 3 602 144 65 2,310 21 77 8,372 1,552

令和６年 13,272 59 14 647 130 42 2,088 33 116 8,554 1,589

増 減 △ 63 4 △ 11 △ 45 14 23 222 △ 12 △ 39 △ 182 △ 37

令和７年 12,414 14 2 607 142 60 2,176 15 53 7,817 1,528

令和６年 12,478 14 5 652 129 42 2,001 27 76 7,977 1,555

増 減 △ 64 △ 3 △ 45 13 18 175 △ 12 △ 23 △ 160 △ 27

火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

13,209 63 3 602 144 65 2,310 21 77 8,372 1,552

89 1 88

2,534 10 86 23 9 410 4 13 1,744 235 　

3,514 10 1 186 25 20 604 9 15 2,393 251

2,095 6 101 35 12 460 2 15 1,286 178

1,653 10 1 56 10 5 218 1 7 920 425

1,344 14 54 21 5 252 3 7 917 71

998 4 43 21 10 175 5 498 242

982 9 1 76 9 4 190 2 15 614 62

総

　
　
数

事 故 種 別

救救 急急 出出 動動 のの 概概 要要

（令和７年中） 

区 分

総

数

事 故 種 別

出動件数総数

搬送人員総数

出

動

件

数

搬

送

人

員

署署 別別 救救 急急 出出 動動 件件 数数
（令和７年中） 

川 西 消 防 署

南 部 消 防 署

御代田消防署

総　　数

消 防 本 部

小 諸 消 防 署

佐 久 消 防 署

軽井沢消防署

北 部 消 防 署

区 分

署 別
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　     ※覚知から医療機関収容までの所要時間は前年に比べ42秒延伸した。

現現場場到到着着所所要要時時間間別別状状況況

時時 間間 別別 救救 急急 出出 動動 状状 況況

医医療療機機関関ままででのの所所要要時時間間別別状状況況

       ※覚知から現場到着までの所要時間は前年に比べ24秒延伸した。

曜曜 日日 別別 救救 急急 出出 動動 状状 況況

10分未満

0人
0%

10分以上

20分未満

164人
1%

20分以上

30分未満

2,205人
18%

30分以上

60分未満

8,458人
68%

60分以上

120分未満

1,552人
13%

120分以上

35人
0%

3分未満

55件
0%

3～5分未満

290件
2%

5～10分未満

6,156件
47%

10～20分未満

6,031件
46%

20分以上

677件
5%

0～2時
471件
4%

2～4時
385件
3%

4～6時
431件
3%

6～8時
880件
7%

8～10時
1,607件
12%

10～12時
1,859件
14%12～14時

1,762件
13%

14～16時
1,529件
12%

16～18時
1,428件
11%

18～20時
1,246件

9%

20～22時
947件
7%

22～24時
664件
5%

日曜

1,884件
14%

月曜

1,858件
14%

火曜

1,854件
14%

水曜

1,958件
15%

木曜

1,847件
14%

金曜

1,893件
14%

土曜

1,915件
15%

1133,,220099件件
（（110000％％））

1133,,220099件件
（（110000％％））

1133,,220099件件
（（110000％％））

1122,,441144人人
（（110000％％））

平均 令和７年 ・・・ 11.1分
令和６年 ・・・ 10.7分

平均 令和７年 ・・・43.8分
令和６年 ・・・43.2分
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火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

13,209 63 3 602 144 65 2,310 21 77 8,372 1,552

2,558 15 1 82 22 9 389 4 15 1,765 256

5,533 20 255 44 28 909 9 27 3,541 700

600 2 1 20 2 87 1 399 88

500 3 14 4 6 65 187 221

211 1 14 6 3 49 3 114 21

223 1 15 6 1 43 1 145 11

50 4 3 14 1 26 2

29 1 2 5 21

2,168 7 113 36 12 477 2 12 1,322 187

813 11 1 58 9 1 154 2 16 507 54

488 2 22 11 2 104 3 1 331 12

17 1 2 1 1 12

2 2

17 1 14 2

総

数

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

13,209 63 3 602 144 65 2,310 21 77 8,372 1,552

1,269 13 44 9 2 235 3 5 816 142

1,074 8 1 44 8 4 208 2 8 664 127

1,081 12 51 9 3 190 7 697 112

964 9 46 15 7 145 1 5 616 120

1,007 4 40 8 11 167 4 8 637 128

972 1 58 11 8 166 2 3 610 113

1,220 1 1 65 26 2 223 1 14 745 142

1,305 4 1 55 10 2 228 3 8 861 133

1,036 44 13 7 188 4 658 122

1,040 4 57 10 7 176 1 7 650 128

1,097 1 65 12 7 178 2 4 686 142

1,144 6 33 13 5 206 2 4 732 143

総　　数

市市 町町 村村 別別 救救 急急 出出 動動 件件 数数
（令和７年中）

総

　
　
数

事 故 種 別

小 諸 市

佐 久 市

南

佐

久

郡

佐 久 穂 町

小 海 町

川 上 村

南 牧 村

南 相 木 村

北 相 木 村

北
佐
久
郡

軽 井 沢 町

御 代 田 町

立 科 町

３ 月

上信越自動車道

中部横断自動車道

管 轄 外

※　管轄外出場件数は、上記以外の市町村。

月月 別別 救救 急急 出出 動動 件件 数数
（令和７年中）

総　　数

１ 月

２ 月

10 月

11 月

12 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

市町村別

区 分

月 別

区 分
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　     ※覚知から医療機関収容までの所要時間は前年に比べ42秒延伸した。

現場到着所要時間別状況

時 間 別 救 急 出 動 状 況

医療機関までの所要時間別状況

       ※覚知から現場到着までの所要時間は前年に比べ24秒延伸した。

曜 日 別 救 急 出 動 状 況

10分未満

0人
0%

10分以上

20分未満

164人
1%

20分以上

30分未満

2,205人
18%

30分以上

60分未満

8,458人
68%

60分以上

120分未満

1,552人
13%

120分以上

35人
0%

3分未満

55件
0%

3～5分未満

290件
2%

5～10分未満

6,156件
47%

10～20分未満

6,031件
46%

20分以上

677件
5%

0～2時

471件
4%

2～4時

385件
3%

4～6時

431件
3%

6～8時

880件
7%

8～10時

1,607件
12%

10～12時

1,859件
14%12～14時

1,762件
13%

14～16時

1,529件
12%

16～18時

1,428件
11%

18～20時

1,246件
9%

20～22時

947件
7%

22～24時

664件
5%

日曜

1,884件
14%

月曜

1,858件
14%

火曜

1,854件
14%

水曜

1,958件
15%

木曜

1,847件
14%

金曜

1,893件
14%

土曜

1,915件
15%

13,209件
（100％）

13,209件
（100％）

13,209件
（100％）

12,414人
（100％）

平均 令和７年 ・・・ 11.1分

令和６年 ・・・ 10.7分
平均 令和７年 ・・・43.8分

令和６年 ・・・43.2分
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傷病程度別搬送人員状況

救急隊員の応急処置実施状況 医療機関別搬送人員状況

　救急搬送人員12,414人のうち、死亡､重症

中等症の傷病者は7,398人で、その割合は全

体の59.6％となり､入院加療を必要としない

軽症の傷病者は、5,004人(40.3％)となって

いる。

　救急隊員が行った傷病者への応急処置件数

は、42,793件である。その内容は、血中酸素

飽和度の測定が12,142件(29％)と最も多く、

次いで血圧測定12,094件(28％)、心電図

7,528件(18％)、聴診器による心音・呼吸音

の聴取3,981件(9％)、酸素吸入2,720件(6％)

の順となっている。

　なお、搬送人員の98.3％が佐久圏域内の医

療機関に収容されている。

重症 876 

人 7%

中等症

6,262 人
51%

軽症

5,004 人
40%

死亡

260 人
2%

公立

3,482 人
28%

国立

47 人
1%

公的

8,102 人
65%

私的病院

773 人
6%

私的診療所

10 人
0%

血中酸素

飽和度の

測定

12,142件
29%

血圧測定

12,094件
28%

心電図

7,528件
18%

聴診器による心

音・呼吸音の聴取

3,981件
9%

酸素吸入

2,720件
6%

保温

499件
1%

固定

624件
2%

被覆

566件
1%

気道確保

404件
1%

その他の

応急処置

2,235件
5%

12,414人
（100％）

42,793件
（100％）

12,414人
（100％）

その他

12人

0％
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火

災

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

出動件数 3 5 17 1 39 1

搬送人員 3 3 12 29 1

出動件数 1 4 5 20

搬送人員 1 4 5 19

　

回 名

回 名

回 名

回 名

回 名

回 名

回 名

回 名 名

※普通救命Ⅲとは、平成24年に新設した講習で、主に小児、乳児等を対象とした応急手当を学ぶもの

ドドククタターーヘヘリリ・・ドドククタターーカカーー出出動動状状況況

応応 急急 手手 当当 普普 及及 啓啓 発発 活活 動動 のの 状状 況況

※ドクターヘリの搬送人員は、ドクターヘリにて医療機関へ搬送したものを計上。

66

自

然

災

害

事 故 種 別

（令和７年中）

認 定 証 交 付 数

1 ― 14

3

―

―（３時間）

77

2,110

区　分　（講習時間）

応急手当普及員資格取得講習は順次実施していく。

（令和７年中）

応急手当指導員資格取得講習　（８時間）

（３時間）

修 了 証 交 付 数

区 分

―

応急手当普及員資格取得講習 （24時間）

139

11

ド
ク
タ
ー

カ
ー

17

応急手当の普及啓発活動推進に関する実施要綱の制定及び救急業務実施基準の一部改正

回 数

普 通 救 命 講 習 Ⅱ

上 級 救 命 講 習 （８時間） ―

―

―

普 通 救 命 講 習 Ⅰ

2,27928

78普 通 救 命 講 習 Ⅲ

累 計

（４時間）

155

10

救 命 入 門 コ ー ス （1.5時間）

48

29

1

1

（平成５年３月30日付け自治省消防庁通知）に基づき、応急手当指導員資格取得講習は隔年、

地域住民等を対象にした上級救命講習会及び普通救命講習会を実施し、修了証を交付した。

ド
ク
タ
ー

ヘ
リ

※その他には転院搬送も含まれております。

30

総

数
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傷傷病病程程度度別別搬搬送送人人員員状状況況

救救急急隊隊員員のの応応急急処処置置実実施施状状況況 医医療療機機関関別別搬搬送送人人員員状状況況

　救急搬送人員12,414人のうち、死亡､重症

中等症の傷病者は7,398人で、その割合は全

体の59.6％となり､入院加療を必要としない

軽症の傷病者は、5,004人(40.3％)となって

いる。

　救急隊員が行った傷病者への応急処置件数

は、42,793件である。その内容は、血中酸素

飽和度の測定が12,142件(29％)と最も多く、

次いで血圧測定12,094件(28％)、心電図

7,528件(18％)、聴診器による心音・呼吸音

の聴取3,981件(9％)、酸素吸入2,720件(6％)

の順となっている。

　なお、搬送人員の98.3％が佐久圏域内の医

療機関に収容されている。

重症 876 
人 7%

中等症

6,262 人
51%

軽症

5,004 人
40%

死亡

260 人
2%

公立

3,482 人
28%

国立

47 人
1%

公的

8,102 人
65%

私的病院

773 人
6%

私的診療所

10 人
0%

血中酸素

飽和度の

測定

12,142件
29%

血圧測定

12,094件
28%

心電図

7,528件
18%

聴診器による心音・呼

吸音の聴取 3,981件
9%

酸素吸入

2,720件
6%

保温

499件
1%

固定

624件
2%

被覆

566件
1%

気道確保

404件
1%

その他の

応急処置

2,235件
5%

1122,,441144人人
（（110000％％））

4422,,779933件件
（（110000％％））

1122,,441144人人
（（110000％％））

その他

12人
0％
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通信編 
 

災害案内ダイヤル

 

災害（救急事案を除く）が発生した場合、 

出動内容の概要を聞くことができます。 
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65732

消消 防防 無無 線線 配配 置置 状状 況況

（令和8年4月1日現在）

御
代
田
消
防
署

11

22 1521 21 18

1

4

総

数

消

防

本

部

小

諸

消

防

署

佐

久

消

防

署

軽
井
沢
消
防
署

北

部

消

防

署

川

西

消

防

署

南

部

消

防

署

無

線

局

数

総 数 163 28 20 18

移
動
局

可搬型 1 1

携帯型 72 5 10 7

固 定 局 ・ 基 地 局 18 18

車載型 64

卓上型 8 1 1 1 1 1 2

10 8
（上信越自動車道の無線基地局を含む）

（川上分遣所は南部消防署に含む）

8 8 10 6

111199 番番 受受 信信 状状 況況

12 9

9 10 9

（令和7年中）

災　害　通　報 災 害 以 外 の 通 報総

受

信

件

数

災

害

小

計

災

害

以

外

小

計

火

災

救

急

そ

の

他

問

合

せ

誤

報

そ

の

他

試

験

悪

戯

救

助

警

戒

通

報

訓

練

携帯電話 9,656 183 6,830 86 117 22

146 216519 902 9

90

27 12 2,275

19 7092 4,220 356 78 2 164ＩＰ電話 4,929 34 4,163 5 16

291 2,418

一般加入 333 6 146 12 104 63 331

7,238 188 118 41 783 997

1
1
9
番

固定電話 4,139 31 2,194 11 72 1,864

19 2 1 24

2

駆 け 込 み 80 54 2 56 2

2

10ＮＥＴ119 11 1 1 6 4

2665その他

1,121 52 1,097 1,304 382 5,027種別小計 19,213 254 13,414 114 298 106 14,186 1,071

3.6 1.0 13.7

災災 害害 案案 内内 ダダ イイ ヤヤ ルル 受受 信信 状状 況況

（令和7年中）

月 別 1月 2月 3月 4月

0.3 38.8 2.9 3.1 0.1 3.0１日平均 52.5 0.7 36.7 0.3 0.8

その他とは消防職員が発見または消防無線にて受信したもの

利用回数 2,298 1,715 3,998 4,200 1,864 1,462

5月 6月

2222,,8800221,106 1,523 948 966 1,651 1,071

11月 12月 合計7月 8月 9月 10月

種 別

署 名

区 分

区 分
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消　防　無　線　系　統　図
（令和8年4月1日現在）

大室中継局 川上中継局

【基地局】 【基地局】

卓上型無線　1局

大室中継局 川上中継局
【固定局】 【固定局】

上田広域中継局 川上分遣所中継局
【固定局】 【固定局】

上田地域広域連合
川上分遣所

消防本部

車載型無線　2局

携帯型無線　3局

軽井沢中継局
【基地局】

小海中継局
軽井沢消防署【基地局】

小諸消防署
南部消防署

卓上型無線　1局
卓上型無線　1局

車載型無線　9局
車載型無線　8局

携帯型無線 10局
携帯型無線  7局

卓上型無線　1局
佐久穂中継局 車載型無線　9局
【基地局】

携帯型無線 11局

佐久消防署
御代田消防署

卓上型無線　1局
卓上型無線　1局

車載型無線 10局
車載型無線　6局

携帯型無線  7局
携帯型無線  8局

北部消防署

上信越自動車道卓上型無線　1局
消防指令センター 【基地局】

車載型無線  8局
【基地局】 浅間山トンネル

携帯型無線 12局
入山トンネル

佐久広域連合 高岩山トンネル

川西消防署
消防本部

日暮山トンネル

可搬型無線　1局 大山トンネル
卓上型無線　1局

車載型無線　4局
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八風山トンネルながの
車載型無線  8局

携帯型無線　5局 八風山トンネルぐんま
携帯型無線  9局

閼伽流山トンネル

光
回
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
型
通
信
網

多重無線 多重無線

NEXCO専用線

【上田地域広域連合消防本部と

消防救急デジタル無線設備の共同運用】

||||||||||||||||||||

||||||||||||||||||||

|||||||||||||||||||

||||||||||||||||||

||||||||||||||||||

||||||||||||||||||



消防団

〘北佐久消防協会 水防訓練〙

〘南佐久消防協会 総合訓練〙
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小宮山 聡次郎

消消 防防 団団 のの 組組 織織

北 相 木 村

軽 井 沢 町

御 代 田 町

立 科 町

原 田 孝

上 原 順 一

井 出 伸 也

鷹 野 長 生

井 出 祐 晃

菊 池 睦 彦

（令和8年4月1日現在）

2 60 48 48

1 6 126 136 136

南

佐

久

郡

北

佐

久

郡

佐 久 穂 町

小 海 町

小 諸 市

佐 久 市

北 佐 久 消 防 協 会 長 田 村 高 広 軽 井 沢 町 消 防 団 長

196 7

1 3 362 212 195 17

1 1 70 53 53

1

南 佐 久 消 防 協 会 長 菊 池 睦 彦 南 牧 村 消 防 団 長

中 島 義 房

井 出 勝 治

田 村 高 広

上 原 亮 一

11 93 4,309 3,623 3,526 97

1 16 340 283 280 3

1 13 300 203

186

295 7

1 5 141 125 121 4

626 19

1 23 1,600 1,430 1,390 40

合 計

1 9 700 645

1 7 370 302

川 上 村

南 牧 村

南 相 木 村

1 8 240 186

組 織

女　性総　数 男　性

実 数
定　員団 分　団市 町 村 名

令 和 8 年 度
消 防 団 長
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・佐久グランドホテル

南北佐久消防協会正副会長会議 ・書面開催

・佐久グランドホテル 第４回代議員会

・佐久合同庁舎

南北佐久消防協会正副会長会議

2月17日
東信ブロック消防団長会議

10月8日
消防団長研修大会

第４回代議員会 ・松本市

・佐久合同庁舎
11月26日

第３回代議員会

・佐久消防署
1月

消防出初式

消防出初式 ・小海町役場

・各市町
12月3・4日

幹部研修

女性消防団員研修会

第５回代議員会 ・各町村

副団長会議

・佐久合同庁舎

・立川防災館（東京都）他

・佐久消防署
12月11・12日

消防団員指導員研修

・長野県消防学校（当番：佐久穂町）

・新潟県 糸魚川大火（駅北キターレin糸魚川）

7月13日
長野県消防ポンプ操法・消防ラッパ吹奏大会

・長野県消防学校

副団長講習会
6月7日

先進地視察研修
7月13日

長野県消防ポンプ操法・消防ラッパ吹奏大会

・石川県 能登島 ・長野県消防学校

9月26日
第３回代議員会

6月27日
第２回代議員会

・ベルウィンこもろ

6月1日

1月

・小海町役場

消消 防防 協協 会会 のの 主主 なな 活活 動動 記記 録録

（令和7年度）

北北 佐佐 久久 消消 防防 協協 会会 南南 佐佐 久久 消消 防防 協協 会会

月　日 事 業 内 容 月　日 事 業 内 容

5月23日
消防ポンプ操法・消防ラッパ吹奏大会 審査員会議

・佐久合同庁舎

5月16日
第１回代議員会・総会

4月11日
第１回代議員会・会計監査・総会

・ベルウィンこもろ ・佐久穂町 篠屋旅館 会議室

・長野県消防学校

8月30日
水防訓練

・権現山運動公園多目的グランド

10月15・16日

12月12日

2月15日

2月24日

2月24日

4月19日
ラッパ吹奏講習会

消防ポンプ操法・消防ラッパ吹奏大会

・長野県消防学校 ・佐久合同庁舎

7月4日
第２回代議員会

・佐久合同庁舎

6月22日
消防ポンプ操法・消防ラッパ吹奏大会

・佐久合同庁舎

・佐久合同庁舎

消防ポンプ操法・消防ラッパ吹奏大会 審査員会議

5月19日

・北相木村

総合訓練
5月11日
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協力団体
《視察研修》

〘佐久広域防火管理者協会〙

〘佐久広域防火管理者協会・佐久危険物安全協会〙

《甲種防火管理者資格取得講習会》
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１ 南佐久危険物安全協会設立

北佐久危険物安全協会設立

佐久地方事務所から事務移管により、南佐久危険物安全協会・

北佐久危険物安全協会を統合して佐久危険物安全協会を設立し、

現在に至る。

２ 　本会は危険物の取扱い・管理の向上を図り、危険物に基づく災害防止に努め、

もって社会公共の福祉増進に寄与するとともに、事業の健全なる振興発展と

各支部相互の連絡協調を図ることを目的としています。

３ 危険物の取扱いと管理等研究に関すること。

危険物関係法令の周知徹底に関すること。

危険物に係る災害防止のための防災思想及び防火思想の普及啓蒙に関すること。

施設管理者及び危険物取扱者の育成指導に関すること。

危険物についての講習会、講演会、研究会等の開催に関すること。

関係団体相互の援助協力及び連絡に関すること。

表彰に関すること。

４

… 小諸市

… 佐久市

… 軽井沢町

… 佐久穂町、佐久市（旧臼田町）

…

… 小海町、川上村、南牧村

南相木村、北相木村

… 御代田町

※

５

６

※　正会員

　　危険物製造所等の管理者

※　賛助会員

　　本会の目的に賛同する個人又は法人

（２）

（３）

（４）

設 立

目 的

主な事業

昭和35年３月８日

昭和45年７月17日

平成元年５月24日

（１）

軽 井 沢 支 部

会 員

令和８年度役員

組織構成

(令和8年4月1日現在）

土 屋 正 寿

田 嶋 健

北 部 支 部

川 西 支 部

南 部 支 部

御 代 田 支 部

軽井沢 支 部

立科町、佐久市（旧望月町、旧浅科村）

長野県危険物安全協会連合会

（７）

（昭和63年４月１日発足）

支　部　名

小 諸 支 部

佐 久 支 部

（一社）長野県危険物安全協会

軽 井 沢 支 部

29
105

川 西 支 部

北 部 支 部

合　　計

佐佐 久久 危危 険険 物物 安安 全全 協協 会会

内賛助会員

7
14
5

事務局：佐久広域連合消防本部内　予防課　危険物係

会 長

副 会 長

〃

小 林 俊 二

佐久危険物安全協会

小 諸 支 部

佐 久 支 部

（５）

（６）

北 部 支 部

33

会 員 数

75

4

23

354
39

372

47
川 西 支 部

南 部 支 部

御 代 田 支 部
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１

２ 　本会は火災予防運動と火災による被害を軽減するため、防火管理に関する研究を

行い、消防設備等の促進及び設備の維持、管理、技術の向上並びに防火意識の高揚

を図り、社会公共の増進に寄与することを目的としています。

３ 防火管理上の総合的研究及び消防用設備等の改善充実に関すること。

関係法令の普及・徹底に関すること。

防火管理の知識のかん養のための講習・講演・研修に関すること。

災害防止と防火思想の普及・宣伝に関すること。

その他本会の目的達成に必要と認めること。

４

… 小諸市

… 佐久市

… 軽井沢町

… 佐久穂町、佐久市（旧臼田町）

… 立科町、佐久市（旧望月町・旧浅科村）

… 小海町、川上村、南牧村

南相木村、北相木村

… 御代田町

※

５

６

（５）

軽 井 沢 支 部

北 部 支 部

川 西 支 部

南 部 支 部

会 員

令和８年度役員

組織構成

(令和8年4月1日現在）

千 葉 文 一

佐 々 木 茂 雄

事務局：佐久広域連合消防本部内　予防課　予防係

会 長

副 会 長

〃

髙 熊 英 一

佐久広域防火管理者協会

小 諸 支 部

佐 久 支 部

御 代 田 支 部

（３）

（４）

設 立

目 的

主な事業

昭和49年３月27日

（１）

6

小 諸 支 部

支　部　名

事務所等

佐佐 久久 広広 域域 防防 火火 管管 理理 者者 協協 会会

〃 髙 橋 邦 彰

佐 久

軽 井 沢

北 部

川 西

　支　部

　支　部

　支　部

　支　部

（２）

合　　計

101
246
118
84
79
85
51
764

佐 久 支 部

軽 井 沢 支 部

北 部 支 部

川 西 支 部

南 部 支 部

御 代 田 支 部

会 員 数

工場等1

2 学校等

5 宿泊施設等

分　　類

3

4
老人福祉施設、他

旅館、ホテル、宿泊所、共同住宅

神社、寺院、教会、公会堂、集会場集会場等

病院、飲食店等

分　類　内　容

工場、作業場、自動車車庫、倉庫

小・中学校、各種学校、幼稚園、他

官公署、事務所、銀行、図書館、博物館

病院、映画館、遊技場、飲食店、百貨店、
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クラブ員数（人）

39

佐佐 久久 広広 域域 幼幼 少少 年年 クク ララ ブブ

少年消防クラブ 1

小 諸 消 防 署 幼年消防クラブ 4

佐 久 消 防 署

区 分

幼年消防クラブ

クラブ数

（令和8年4月1日現在）

管 轄 消 防 署

北 部 消 防 署

149

1,866

6

2,060総 合 計 22

2,054

6
ク ラ ブ 別 合 計

少年消防クラブ 1

川 西 消 防 署

16

（事務局　立科町）

幼年消防クラブ 21

幼年消防クラブ 1
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